
広報 YAME 令和元年

3
4～5
10～11

八女市職員採用試験案内
6月5日は環境の日、6月は環境月間
梅雨時期の災害に備える

上
陽
北
汭
学
園
で
は
平
成
30
年
度
に
ゴ
ル
フ
部
を

創
立
し
ま
し
た
。
現
在
２
年
生
か
ら
８
年
生
ま
で
14

人
が
所
属
。
週
２
回
は
地
元
ゴ
ル
フ
場
の
協
力
を
得

て
練
習
が
で
き
る
環
境
の
中
、
の
び
の
び
と
部
活
に

励
ん
で
い
ま
す
。（
関
連
記
事
は
19
ペ
ー
ジ
）

馬
場
ゆ
か
り
プ
ロ
を

目
指
し
て

上
陽
北
汭
学
園
ゴ
ル
フ
部
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◦試験区分・受験資格など

◦
第
１
次
試
験
日

7
月
28
日
㈰　

10
時
～

◦
試
験
会
場

八
女
市
役
所
（
八
女
市
本
町
６
４
７
番
地
）

※
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
数
・
受
験
資

格
は
下
の
表
を
参
照
。

◦
試
験
科
目

▽
一
般
事
務
Ａ

教
養
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）、
事
務
適
正

検
査
、
性
格
特
性
検
査

※
第
２
次
・
第
３
次
試
験
に
つ
い
て
は
、
試

験
案
内
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

※
今
年
度
よ
り
「
専
門
試
験
」
は
廃
止
し
ま

す
。

◦
試
験
案
内
請
求
お
よ
び
願
書
提
出
先

〒
８
３
４
ー
８
５
８
５ 

八
女
市
本
町
６
４
７

番
地 

八
女
市
役
所
総
務
部
人
事
課
人
事
係

※
試
験
案
内
は
市
役
所
で
配
布
し
ま
す
が
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

※
郵
送
で
試
験
案
内
を
請
求
さ
れ
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、「
採
用
試
験
案
内
請
求
（
試

験
区
分
を
記
入
）」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０

円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒（
角
形
２
号
、

角
形
20
号
ま
た
は
角
形
Ａ
４
号
）
を
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間

7
月
2
日
㈫
ま
で
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を

除
く
）
の
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
郵
送
の
場
合
は
、
７
月
２
日
㈫
17
時
15

分
ま
で
に
必
着
し
書
類
に
不
備
の
な
い
も
の

に
限
り
受
け
付
け
し
ま
す
。

試験区分 採用予定人数 職務の内容 受験資格

一般事務Ａ
（大学卒業程度）

5人
程度

一般行政事務等
に従事 平成2年4月2日から平成10年4月1日までに生まれた人

◦
問
い
合
わ
せ

人
事
課
人
事
係
（
☎
２
３
・
２
１
２
９
）

【志望動機】
大学時代の先輩に勧められた
のがきっかけです。就職活動
を始める直前でした。大学で
福祉や環境等、人の生活に関
わることについて学んでいた
ので、活かせるかもしれない
と思い受験しました。

【志望される皆さんへ】
市役所の仕事は、市民の方々
の生活を直接サポートする仕
事です。それと同時に、自分
の生活に役立つことを学ぶこ
ともできる魅力的な仕事です
よ。

【志望動機】
　故郷に貢献したいという思
いがあり、さまざまな分野の
業務で八女に関わることがで
きるところに惹かれました。今
よりもさらに魅力ある八女市に
するために、少しでも力になり
たいと思い志望しました。

【志望される皆さんへ】
八女市に関する幅広い知識や
経験を積みながら成長を実感
できるところが楽しく、やりが
いを感じます。一緒に八女市を
もっと素敵なまちにしていきま
しょう！

中村悠伸
平成 27 年度入庁

（一般事務職）

平田麻也李
平成 26 年度入庁

（一般事務職）

！ーュビタンイ輩先

令和元年度八女市
職員採用試験案内
八女の新時代を
ともに創ろう！
一般事務Ａ（大学卒業程度）の八女市
職員採用試験を実施します。一般事務
Ｂ（高校卒業程度）等の職員採用試験
案内は、8 月 1日号に掲載予定です。

◦募集職種と採用予定人数
一般事務Ａ（大学卒業程度）
　5 人程度
◦採用予定日
令和2年4月1日
◦第１次試験日
7月28日㈰10時～
◦申込受付期間
7月2日㈫17時15分（必着）

若
い
力
、
待
っ

　
て
ま
す
！
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◦
受
付
期
間
＝
６
月
24
日
㈪
～

7
月
12
日
㈮
※
土
・
日
を
除
く
。

◦
受
付
時
間
＝
《
午
前
の
部
》

9
時
～
11
時
30
分　
《
午
後
の

部
》
13
時
10
分
～
16
時
45
分

◦
受
付
場
所
＝
２
０
1
会
議
室

（
八
女
市
役
所
本
庁
北
庁
舎
２

階
）

◦
登
録
有
効
期
間
＝
令
和
元
年

10
月
1
日
～
令
和
3
年
9
月
30

日◦
申
請
要
領
お
よ
び
様
式
＝
八

女
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ｈ

ｔ
ｔ
ｐ
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ｃ
ｉ
ｔ

ｙ
．ｙ
ａ
ｍ
ｅ
．
ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｏ
ｋ

ａ
．
ｊ
ｐ
）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
な
い
場
合

は
、
本
庁
お
よ
び
各
支
所
の
総

務
課
で
有
料
に
て
配
付
し
ま
す
。

◦
書
類
提
出
方
法
＝
持
参
の
み

（
郵
送
に
よ
る
提
出
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
）

◦
申
請
手
順
＝
①
申
請
要
領
に

従
っ
て
書
類
を
準
備
し
、
不
備

が
な
い
か
十
分
に
確
認
し
た
後
、

受
付
場
所
に
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
不
足
書
類
や
記
入
漏
れ

な
ど
不
備
が
な
け
れ
ば
書
類
受

付
票
を
交
付
し
ま
す
。

②
後
日
、
書
類
審
査
を
行
い
ま

す
。（
立
ち
会
い
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
）

※
審
査
の
結
果
、
再
提
出
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
は
、
7
月
31

日
㈬
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
審
査
の
結
果
、
登
録
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場

合
、
提
出
書
類
は
返
還
し
ま
せ

ん
。

③
後
日
、
審
査
結
果
通
知
を
郵

送
し
ま
す
。

補
助
金
の
対
象
者
（
申
請
者
）

▽
建
築
物
の
所
有
者
ま
た
は
所

有
者
の
相
続
関
係
者
等
※
共
有

者
や
相
続
関
係
者
が
複
数
い
る

場
合
は
、
同
意
が
と
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類
が
必

要
（
委
任
状
や
同
意
書
等
）

▽
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

▽
暴
力
団
員
ま
た
は
暴
力
団
と

密
接
な
関
係
が
な
い
こ
と

▽
建
築
物
の
所
有
者
が
法
人
で

な
い
こ
と

補
助
金
の
対
象
と
な
る
家
屋

▽
周
辺
環
境
を
悪
化
さ
せ
適
正

に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
木
造
も

し
く
は
軽
量
鉄
骨
造
の
建
築
物

▽
居
住
の
用
に
供
し
て
い
た
空

き
家
（
店
舗
・
倉
庫
・
車
庫
な

ど
の
単
独
建
築
物
は
対
象
外
）

▽
本
市
が
定
め
る
建
築
物
の
不

良
度
判
定
基
準
の
点
数
が
一
定

以
上
で
あ
る
建
築
物
（
申
請
前

に
事
前
調
査
あ
り
）

▽
所
有
権
以
外
の
権
利
が
設
定

さ
れ
て
い
な
い
建
築
物
（
権
利

を
有
す
る
人
か
ら
承
諾
を
得
た

も
の
を
除
く
）

▽
公
共
工
事
に
伴
う
移
転
、
建

替
え
そ
の
他
の
補
償
の
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
建
築
物

事
前
調
査

　

補
助
金
の
交
付
申
請
を
す

る
前
に
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
補
助
金
の
対
象
と
な
る
建

築
物
か
ど
う
か
を
事
前
に
確
認

し
ま
す
。

注
意
事
項

▽
補
助
金
の
対
象
と
な
る
建
築

物
と
、
敷
地
の
所
有
者
等
が
異

な
る
場
合
は
、
解
体
す
る
こ
と

を
土
地
の
所
有
者
等
に
事
前
に

承
諾
を
得
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

▽
解
体
工
事
に
着
手
す
る
前

に
、
補
助
金
の
交
付
決
定
が
必

要
で
す
。
補
助
金
の
交
付
決
定

前
に
工
事
を
着
手
し
た
場
合
は

補
助
金
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
２
月
末
ま
で
に
完
了
報
告
で

き
る
工
事
で
あ
る
こ
と
。

▽
同
一
敷
地
内
に
お
い
て
老
朽

危
険
家
屋
等
に
該
当
す
る
建
築

物
が
複
数
存
在
す
る
場
合
は
、

全
て
を
除
去
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

▽
家
屋
等
を
除
却
す
れ
ば
住
宅

用
地
の
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ

な
く
な
り
、
土
地
の
固
定
資
産

税
が
上
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
予
算
額
に
達
し
次
第
、
受
付

を
終
了
し
ま
す
。

　
　
　

  

競
争
入
札
参
加
資
格

（
指
名
願
）
登
録
申
請
を
受
付

八
女
市
で
は
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
住
環
境

の
改
善
の
た
め
に
、
市
内
の
老
朽
化
し
た
空
き
家
を
解
体
す
る

人
に
対
し
そ
の
工
事
費
用
を
補
助
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

老
朽
危
険
家
屋
等
除
去
促
進

事
業
補
助
金
を
開
始

防災安全課生活
安全係

（☎２４・８１４６）

申込・問い合わせ

補助率1/3上限30万円
① 事前相談
② 事前調査
③ 補助申請
④ 受付審査
⑤ 交付決定
⑥ 工事着手
⑦ 完了報告
⑧ 額の確定
⑨ 補助請求
⑩ 補助交付

申請から交付まで

問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課
契
約

係
（
☎
２
４
・
８
０
２
０
）

　

令
和
元
・
２
年
度
の
競
争
入
札
参
加
資
格
登
録
申
請
（
建
設
工

事
・
業
務
委
託
・
物
品
）
を
受
け
付
け
ま
す
。
新
規
の
人
お
よ
び
平

成
29
・
30
年
度
に
登
録
済
み
で
令
和
元
・
２
年
度
に
も
登
録
を
希
望

す
る
人
が
対
象
で
す
。（
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７
条
の
４
に
該

当
す
る
人
を
除
く
）

令
和
元・２
年
度
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▽
飲
食
物
の
入
っ
て
い
た

び
ん
は
10
月
か
ら
「
色
で
の
分

別
」
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

※ 

色
で「
透
明
」「
茶
」「
そ
の
他
」

の
３
種
類
に
分
別
し
ま
す
。

▽
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
10
月
か
ら

キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
、
ラ
ベ
ル

を
は
が
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
キ
ャ
ッ
プ
は
資
源
ご
み
に
、
ラ

ベ
ル
は
燃
え
る
ご
み
と
し
て
、
指

定
の
ご
み
袋
で
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
一
部
地
域
で
は
、
す
で
に
ラ
ベ

ル
は
が
し
の
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
き
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら「
小
金
属
類
」

「
ス
プ
レ
ー
缶
」「
小
型
廃
家
電
」

の
分
別
、
平
成
29
年
度
か
ら
「
ガ

ラ
ス
食
器
類
、
陶
磁
器
類
」
の
資

源
化
に
取
り
組
み
、
近
隣
市
町
で

も
突
出
し
て
い
た
不
燃
ご
み
を
、

大
幅
に
減
量
（
資
源
化
）
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た（
グ
ラ
フ
参
照
）。

し
か
し
、
捨
て
ら
れ
る
ご
み
の
中

に
は
、
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き

る
、
び
ん
類
・
缶
類
・
紙
類
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
等
の
「
資
源
ご
み
」
や
、

ま
だ
使
え
る
よ
う
な
品
物
も
多
く

入
っ
て
い
ま
す
。
不
用
品
を
ご
み

と
し
て
出
す
前
に
、
資
源
ご
み
が

含
ま
れ
て
い
な
い
か
、
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
る
品
物
が
な
い
か
、
も
う

一
度
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
環
境
の
日
」
は
、
１
９
７
２
年
６
月
５
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
連
人
間

環
境
会
議
」
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
国
連
で
は
、
日
本
の
提
案
を
受
け
て
６
月
５
日

を
「
世
界
環
境
デ
ー
」
と
定
め
て
お
り
、
日
本
で
は
「
環
境
基
本
法
」
で
「
環
境
の
日
」
を
定

め
て
い
ま
す
。「
環
境
の
日
」
を
含
む
６
月
は
「
環
境
月
間
」
と
し
て
、
大
気
汚
染
や
地
球
温

暖
化
な
ど
多
く
の
環
境
問
題
の
解
決
を
目
指
し
、
限
り
あ
る
資
源
や
環
境
の
保
全
に
対
し
て

関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普
及
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

市
お
よ
び
環
境
衛
生
協
議
会

で
は
、
ご
み
減
量
の
た
め
生
ご
み

処
理
器
（
機
）
の
購
入
費
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

（
上
表
参
照
）

※
コ
ン
ポ
ス
ト
の
サ
イ
ズ
は
、
１

０
０
㍑
・
１
５
０
㍑
・
３
０
０
㍑

の
３
種
類
と
な
り
ま
す
。

※
③
奨
励
金
に
は
限
度
額
が
あ

り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◦
申
請
時
に
必
要
な
も
の
＝

《
①
②
》
個
人
負
担
金
額
と
印
鑑

《
③
》
購
入
し
た
電
気
式
生
ご
み

処
理
機
の
領
収
書
、保
証
書
（
販

売
店
の
記
載
が
必
要
）、
奨
励
金

振
込
口
座
通
帳
（
コ
ピ
ー
可
）、

印
鑑

※
生
ご
み
処
理
器
の
利
用
は
臭
い

を
伴
い
ま
す
の
で
、
設
置
に
際
し

て
は
周
辺
住
民
の
迷
惑
に
な
ら
な

い
よ
う
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
環
境
課
（
☎
２

３
・
１
４
６
２
）
ま
た
は
各
支
所

市
民
生
活
福
祉
課

ご
み
の
減
量
に
向
け
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
ま
し
ょ
う

種類 内容 補助金額 個人負担金額

①コンポ
スター 畑据付型 4,000円

3,066円(100ℓ )
4,434円(150ℓ )

10,503円(300ℓ)
②EMバ
ケツ

バケツ型
(20ℓ ) 1,560円 　500円

③電気
式処理機

屋外・屋内
設置型

購入価格の
1/2(奨励金) 　

ごみ減量のため
の生ごみ処理
器購入補助金

八女市

Ｈ
23
年
度

Ｈ
30
年
度

2.3 2.0 1.9
1.2

0.2

7.0

5.3
4.6

1.3
0.2

筑後市 広川町 大川市 大木町

八女西部クリーンセンターにおける不燃
ごみ年間処理量

限りある資源を有効に使うために、また物
を大切に使う心を育てるためにも、3 Ｒに
取り組みましょう。

②
リユース

（Reuse）
繰り返し

使う

①
リデュース
（Reduce）
ごみを減

らす ③
リサイクル
（Recycle）
資源として
再生利用

3Ｒ

６
月
５
日
は「
環
境
の
日
」

６
月
は
「
環
境
月
間
」

　
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
分
別
ル
ー
ル
が

来
年
４
月
か
ら
変
更
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
に

と
も
な
い
10
月
か
ら

  

試
行
し
ま
す
。

《人口 1 人あたりのご
み排出量 (kg)》

Ｈ 23 年度
Ｈ 30 年度
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騒
音
・
振
動
お
よ
び
悪
臭
は
、

公
害
の
中
で
も
日
常
生
活
に
関
係

の
深
い
問
題
で
あ
り
、
睡
眠
・
会

話
妨
害
や
、
食
欲
不
振
や
頭
痛
を

も
た
ら
す
な
ど
、
人
の
健
康
や
生

活
環
境
を
保
全
す
る
上
で
問
題
に

な
り
が
ち
で
す
。
ま
た
、
臭
い
の

感
覚
で
は
よ
い
香
り
で
も
強
す
ぎ

る
と
不
快
に
感
じ
る
な
ど
、
人
に

よ
っ
て
は
感
じ
方
が
異
な
る
た
め
、

悪
臭
問
題
は
、
騒
音
・
振
動
と
同

じ
よ
う
に
感
覚
公
害
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

も
、
日
頃
か
ら
生
活
環
境
に
配
慮

し
た
作
業
の
実
施
や
行
動
が
大
切

で
す
。
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
深

め
な
が
ら
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

ご
み
の
野
外
焼
却
は
、「
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

で
禁
止
さ
れ
、
違
反
者
に
対
し
て

は
、
罰
則
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
作
業
や
ほ
っ
け
ん
ぎ
ょ
う
等
の

行
事
な
ど
「
焼
却
禁
止
の
例
外
」

の
場
合
で
も
生
活
環
境
へ
の
配
慮

が
必
要
で
す
。
近
隣
の
人
か
ら「
悪

臭
が
す
る
」「
煙
で
洗
濯
物
が
干
せ

な
い
」
と
言
っ
た
苦
情
が
出
な
い
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
、「
ふ
く

お
か
エ
コ
ラ
イ
フ
応
援
サ
イ
ト
」

ま
た
は
「
ふ
く
お
か
エ
コ
ラ
イ
フ

応
援
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
」
を
参
考
に
、
電

気
や
化
石
燃
料
、
ガ
ス
使
用
量
の

削
減
な
ど
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
節

電
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
家
庭

で
す
。
温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
し

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め

に
、
家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ
ラ
イ

フ
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

【
特
典
①
】
参
加
申
し
込
み
す
る

と
協
賛
店
で
割
引
等
が
受
け
ら
れ

る
「
応
援

パ
ス
ポ
ー
ト
」
が
も
ら
え
ま
す
。

【
特
典
②
】
夏
季
（
７
月
～
９
月
）

お
よ
び
冬
季
（
12
月
～
２
月
）
に

エ
コ
活
動
を
実
践
し
て
報
告
す
る

と
、
抽
選
に
よ
り
協
賛
店
で
使

用
で
き
る
エ
コ
チ
ケ
ッ
ト
（
金
券
）

が
当
た
り
ま
す
。

【
特
典
③
】
半
年
ご
と
に
電
気
等

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
報
告
す

る
と
、
抽
選
で
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
等

の
協
賛
企
業
賞
が
当
た
り
ま
す
。

http://w
w

w.ecofukuoka.jp/

　

市
役
所
本
庁
南
側
１
階
に
、
今

年
も
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
、

地
球
環
境
に
優
し
い
環
境
保
全
型

家
庭
菜
園
の
モ
デ
ル
と
し
て
取
り

組
み
ま
す
。
つ
る
性
植
物
を
利
用

し
た
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
は
、
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
遮
断
効
果
、
葉
の

気
孔
か
ら
の
水
分
蒸
散
に
よ
り
、

日
差
し
や
騒
音
を
和
ら
げ
て
く
れ

る
だ
け
で
は
な
く
、
室
内
温
度
の

上
昇
も
抑
え
る
効
果
な
ど
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
エ

ア
コ
ン
の
省
エ
ネ
効
果
と
、
地
球

温
暖
化
の
主
な
原
因
で
あ
る
二
酸

化
炭
素
削
減
に
さ
さ
や
か
な
が
ら

貢
献
で
き
ま
す
。

　

た
か
が
植
物
と

思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
真
夏
に
じ
り

じ
り
と
照
り
つ
け
る
肌
を
刺
す
よ

う
な
太
陽
の
日
差
し
も
、
ち
ょ
っ

と
し
た
木
陰
が
心
地
よ
く
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
、
植
物
な
ら
で
は
の

効
果
が
あ
る
こ
と
が
過
去
の
実
績

か
ら
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
緑
の

カ
ー
テ
ン
の
設
置
に
よ
り
、
室
内

の
エ
ア
コ
ン
設
定
温
度
を
数
度
上

げ
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

あ
な
た
も
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

近
年
、
家
庭
用
ボ
イ
ラ
ー
の

燃
料
タ
ン
ク
や
農
業
施
設
等
の

燃
料
導
管
の
劣
化
に
よ
る
亀
裂

か
ら
油
が
漏
れ
る
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
油
の
流
出
は
土

壌
・
地
下
水
・
河
川
等
を
汚
染

し
、
地
下
水
を
利
用
す
る
人
へ

甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
だ
け
で

は
な
く
、
農
水
産
物
へ
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
油
の
拡
散
を
防
ぐ
た
め
、

河
川
へ
の
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
や
吸

着
マ
ッ
ト
の
設
置
、
汚
染
さ
れ

た
土
壌
の
回
収
な
ど
産
業
廃
棄

物
処
理
に
か
か
る
費
用
は
す
べ

て
原
因
者
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
、
莫
大
な
費
用
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
油
漏
れ
事

故
の
原
因
は
人
為
的
な
不
注
意

や
導
管
の
劣
化
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
原
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

未
然
の
事
故
防
止
と
初
期
対
応

が
最
も
重
要
で
す
。

◎
油
事
故
が
発
生
し
た
場
合
や

気
付
い
た
場
合
は
次
に
連
絡
く

だ
さ
い
。

▽
八
女
消
防
本
部
（
☎
２
４
・

０
１
１
９
）
▽
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
（
☎
２
３
・
６

９
６
４
）▽
市
環
境
課（
☎
２
３・

１
４
６
２
）

緑
の
カ
ー
テ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か

「
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」に
な
り
ま
せ
ん
か

油
漏
れ
事
故
に
注
意
を
！ 

日
常
点
検
の
お
願
い

ご
み
の
野
外
焼
却
は

原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

騒
音
や
振
動
に
も
配
慮
を

市から配布している「ごみ出し日程表・
ごみの分け方・出し方」を確認ください。

み
ん
な
で
ル
ー
ル
を
守
り
、

よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り
を

　燃やすごみの中には、まだ多く
の資源が混じっています。特に多
いのが、菓子箱や包装紙などの

「雑紙」と呼ばれる物です。レシー
トやメモ用紙などの小さな物も対
象となりますので、これらの雑紙
は燃やすごみではなく、雑誌や
書籍と同じく『資源ごみ（その他
の雑紙）』として出してください。
小さな雑紙は、古封筒や紙袋な
どにまとめて出すと便利です。

雑紙は貴重な資源です
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生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用

水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す

る
た
め
、
浄
化
槽
を
設
置
し
よ

う
と
す
る
人
に
対
し
、
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。
浄
化
槽
の
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
、
５
月
１
日
号
の
広
報
に

折
り
込
ま
れ
て
い
る
「
八
女
市

の
主
な
定
住
支
援
・
施
策
を

紹
介
し
ま
す
」
の
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◦
補
助
金
交
付
申
請
書
の
受

付
＝
12
月
27
日
㈮
ま
で

※
遅
く
と
も
着
工
予
定
日
の
７

日
前（
土・日
曜
、祝
日
を
除
く
）

ま
で
に
は
提
出
く
だ
さ
い
。

◦
申
請
書
提
出
・
補
助
金
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水

道
局
下
水
道
総
務
係（
☎
２
３・

１
１
４
８
）

※
浄
化
槽
の
人
槽（
規
模
）は
、

建
築
物
の
用
途
別
に
よ
る
し

尿
浄
化
槽
の
処
理
対
象
人
員

算
定
基
準
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ａ 

３
３

０
２
ー
２
０
０
０
）
の
表
に
よ

り
決
定
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

水
道
使
用
量
な
ど
の
資
料
か

ら
、
表
が
明
ら
か
に
実
情
に
沿

わ
な
い
場
合
は
、
人
槽
が
増
減

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

人
槽
の
増
減
に
つ
い
て
詳
し

く
は
、
福
岡
県
南
筑
後
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
地
域
環
境

課
（
☎
２
２
・
６
９
６
３
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

河
川
の
水
質
悪
化
の
一
番
の

原
因
は
、
生
活
排
水
（
台
所
・

風
呂
・
洗
濯
な
ど
の
排
水
）
で

す
。
汲
み
取
り
便
槽
や
単
独

処
理
浄
化
槽
の
家
庭
で
は
、
生

活
排
水
は
処
理
さ
れ
ず
に
河

川
へ
流
れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽

は
、
し
尿
だ
け
で
は
な
く
生
活

排
水
も
処
理
し
て
、
環
境
負

荷
の
な
い
レ
ベ
ル
に
浄
化
し
て

河
川
へ
流
し
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
設
置
し
た
場
合
、

家
庭
か
ら
最
終
的
に
排
出
さ

れ
る
生
活
排
水
の
汚
れ
の
量

を
、
約
10
分
の
１
に
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

上
水
道
お
よ
び
簡
易
水
道
へ

ご
加
入
く
だ
さ
い

　
八
女
市
は
上
水
道
事
業
「
旧
八

女
市
・
旧
立
花
町
・
旧
上
陽
町
（
一

部
地
域
を
除
く
）」
お
よ
び
簡
易

水
道
事
業
「
旧
黒
木
町
・
旧
星
野

村（
一
部
地
域
を
除
く
）」に
よ
り
、

安
全
で
安
定
し
た
水
道
水
を
供
給

し
て
い
ま
す
。

　
上
水
道
お
よ
び
簡
易
水
道
は
、

市
民
が
健
康
で
快
適
な
生
活
を
お

く
る
た
め
、
水
道
法
で
定
め
ら
れ

た
水
質
検
査
を
実
施
し
、
い
つ
で

も
安
心
し
て
飲
め
る
水
を
皆
さ
ま

に
提
供
し
て
い
ま
す
。配
水
管（
水

道
本
管
）が
整
備
さ
れ
た
地
区
で
、

上
水
道
に
未
加
入
の
人
は
、
安
心

し
て
利
用
で
き
る
上
水
道
お
よ
び

簡
易
水
道
へ
の
加
入
を
お
願
い
し

ま
す
。
今
年
度
実
施
す
る
水
質
検

査
計
画
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
給
水
装
置
の
工
事
（
新
設
・
改

造
・
修
繕
・
撤
去
）
は
、
水
道
法

に
よ
り
指
定
を
受
け
た
工
事
事
業

者
で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
左
ペ
ー

ジ
表
に
八
女
市
内
業
者
の
み
掲

載
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）。
自
宅
に
あ
る
水
道
管
が
破

損
し
た
ら
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

内
に
あ
る
バ
ル
ブ
を
閉
め
る
な
ど

の
応
急
処
置
を
し
て
、
最
寄
り
の

指
定
事
業
者
（
有
料
）
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

引
っ
越
し
の
際
に
は
水
道
の
開

始
・
中
止
の
手
続
き
が
必
ず
必
要

に
な
り
ま
す
。
事
前
に
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
中
止
時

に
は
水
道
料
金
の
精
算
が
必
要
で

す
。
届
け
出
が
な
い
場
合
、
水
道

を
使
用
さ
れ
な
く
て
も
料
金
が
発

生
し
ま
す
の
で
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

立
地
条
件
等
に
よ
り
、上
水
道・

簡
易
水
道
事
業
の
計
画
区
域
外

地
域
が
あ
り
ま
す
。
計
画
区
域
外

に
お
住
ま
い
の
人
が
、
安
心
で
安

全
な
飲
料
水
確
保
の
た
め
に
設
備

の
新
設
お
よ
び
改
善
を
行
わ
れ
る

場
合
、
必
要
な
経
費
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

飲
料
水
に
お
困
り
で
申
請
を
検

討
中
の
人
は
上
下
水
道
局
ま
た
は

支
所
担
当
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

いつも飲む
いつもの水に
日々感謝

６月１日から７日までは水道週間です

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

飲
料
水
改
善
事
業
補
助
金
の
ご

案
内

こ
ん
な
時
は
手
続
き
を

浄
化
槽
で
き
れ
い
な

河
川
を
守
り
ま
し
ょ
う

浄
化
槽
設
置
に
か
か
る

費
用
を
補
助
し
ま
す
　

河
川
の
浄
化
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

①一般家庭の水質検査 ②浄水
器などの販売・貸出・あっせん 
③給水管の清掃・修理など

水道局職員を装ったトラブ
ルが多発しています。上下
水道局では、次のようなこ
とは行っていません。

水道法および八女市給水条例に
基づき、受水槽の清掃、水質検
査を年１回以上実施することが義
務付けられています。適正な受
水槽の管理をお願いします。

受水槽を設置している人（事業所）は

悪
質
な
業
者
に

注
意
‼

◦問い合わせ＝上下水道局
《料金等のこと》☎ 23・1949
《工事等のこと》☎ 23・1107
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▼指定給水装置工事事業者（5月1日現在 ※順不同）

※このほかに市外の業者があります。詳しくはお問い合わせください。

校区 業　者　名 電話番号
丸谷商事 23・4118
千代田工業㈱ 22・4307

福島 牛島電機工業㈱ 24・2171
㈱吉田ボーリング工業 24・4743
ひら川設備 24・3115
アズ八女店 24・1101
創水 22・5840
㈲井手プロパン商会 23・3065
㈲岩本住設 22・4718
㈲八女衛生社 23・5435

長峰 水環境企画・一究 22・5109
ともけい設備 22・3564
㈱ホクショウ 23・3323
牛島設備工業㈲ 23・7570
橋村建設工業㈲ 23・6898
八女食糧販売㈱ 23・2166
牛島燃料店 22・2869

上妻 三宅設備 23・2368
㈲馬場燃料店 22・4060
井上設備 24・0165

八幡 ㈲スミ設備工業 22・5465
三河 田中設備 22・3944
川崎 ㈱桐明組 24・3355

川口ガス住設 23・7667
忠見 野田ホームガス設備 22・3015

西村住設 24・1067
㈱中村 23・3158
ＥＭ田中 22・4319

岡山 ㈲タナカエンジニア 24・3147
清香設備工業㈱ 22・7888
大石設備 23・0848
すまい創琳 22・5612

徳住工業 24・5262
岡山 濵田設備 24・4818

エヌ・ピー・シー 22・3986
㈲角屋 54・3318
㈲村口電工 54・2278

上陽 ㈱高田電気 54・2049
ミスミデンキ 54・2143
㈲井上商店住設部 54・2165
㈲ヤマト 54・2125
西木テレビサービス 54・3208
㈲橋村住設 42・0096
㈲住環境総合開発 42・1185
ケア設備梅野 42・3450
仁田原商店 45・0035
モリアキ建設㈲ 42・3827

黒木 三和住宅設備 42・4051
合柴尾電気商会 42・1183
馬渡設備工業 42・1335
㈲椿原住宅設備 42・0269
椿原住宅設備工事部 42・1237
㈲穴見商店 42・0130
和興住宅設備 45・0879
㈲立花電工 23・1533
㈲クリハラ管工事 22・5971
㈲弥栄工業 23・1198
電 ’sタカヤマ 37・0062

立花 ㈲今村住設 37・0316
マルタ電器 37・0256
㈲牛嶋住興 22・6611
原管工 37・0692
河原設備 37・0553
平島設備 37・1025

星野 ㈱山口電気 52・3218

　公共下水道事業計画区域
（下水道整備区域）を変更し
ましたのでお知らせします。
なお、公共下水道事業計画区
域（下水道整備区域）につい
ては、浄化槽設置時の補助金
交付の対象外となります。

【変更概要】
◦事業計画区域（下水道整備
区域） 
◦変更前区域＝ 541ha
◦変更後区域＝ 560ha

〈541ha（ 変 更 前 区 域 ）＋
19ha（拡張区域）〉
◦整備期間＝平成１０年度～
令和２年度（変更なし）
◦問い合わせ＝上下水道局下
水道工務係（☎ 23・1670）

公共下水道事業計画区域（下水道整備区域）の変更（拡張）について

公共下水道事業計画区域（下水道整備区域）
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最
近
「
も
の
忘
れ
が
気
に
な

る
」
と
心
配
し
て
い
る
人
を
対

象
に
認
知
機
能
検
査
と
専
門
医

（
久
留
米
大
学
病
院
高
次
脳
疾

患
研
究
所
）
に
よ
る
検
診
を
行

い
ま
す
。
結
果
に
応
じ
て
相
談

対
応
や
専
門
医
療
機
関
の
紹
介

を
行
い
ま
す
。
料
金
無
料
。

◦
日
時
＝
６
月
26
日
㈬
13
時
～

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女

◦
対
象
者
＝
「
も
の
忘
れ
」
が

気
に
な
る
人
で
専
門
医
療
機
関

を
受
診
し
て
い
な
い
人

◦
定
員
＝
20
人
（
先
着
）

◦
申
込
方
法
＝
電
話
に
て
受
付

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
介
護

長
寿
課
地
域
包
括
支
援
係(

☎

２
３
・
１
２
０
３)

実施期間 令和元年６月１日～令和元年１１月３０日
対象者 令和元年度中に４０・５０・６０・７０歳になる人

受診場所 八女市、筑後市、広川町の指定歯科医院
（案内ハガキに指定歯科医院の一覧を掲載しています）

検診内容 問診、歯科検診、歯面清掃
個人負担金 ３００円
受診回数 １人に１回限り

個人負担金
が無料にな
る人

①市民税非課税世帯の人
「八女市がんおよび歯周病検診無料受診証明書」を本庁健康
推進課または各支所市民生活福祉課で申請してください。
②生活保護世帯の人

「生活保護受給証明書」を本庁福祉課で申請してください。
持参するも
の

受診券、健康保険証、個人負担金（３００円）、上記の無料
証明書（該当の人のみ）

６
月
か
ら
歯
周
病
検

診
が
は
じ
ま
り
ま
す

八女市健康
ポイント
事業対象

※問診票は受診する歯科医院で記入してください。
◎歯周病は 40 歳以降に歯を失う原因の第 1位です。
◎対象者はぜひこの機会に歯周病検診を受け、
お口の状態を確認しましょう。

八
女
市
で
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
歯
・
口
腔
の
健
康
を
保
ち
、
い
つ
ま

で
も
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
６
月
か
ら
歯
周
病
検
診
を
実
施
し
ま

す
。
対
象
者
に
は
、
５
月
中
旬
頃
に
圧
着
は
が
き
の
受
診
券
を
郵
送
し

て
い
ま
す
。
受
診
す
る
際
は
、
事
前
に
歯
周
病
検
診
指
定
歯
科
医
院
に

予
約
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
受
診
当
日
は
受
診
券
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

◦問い合わせ＝
健康推進課
保健総務係

（☎ 23・1201）

　

後
期
高
齢
者
の
口
腔
機
能
低

下
や
肺
炎
等
の
疾
病
を
予
防
す

る
た
め
実
施
し
ま
す
。
対
象
者

に
は
広
域
連
合
か
ら
５
月
下
旬

に
受
診
券
を
郵
送
し
ま
す
。

◦
受
診
対
象
者
＝
被
保
険
者
で

昭
和
18
年
4
月
1
日
～
昭
和
19

年
3
月
31
日
生
ま
れ
の
本
年
度

76
歳
に
な
る
人

※
長
期
入
院
の
人
、
施
設
入
所

の
人
等
を
除
く

※
例
外
と
し
て
令
和
２
年
12
月

ま
で
に
限
り
、
77
歳
以
上
に
な

る
被
保
険
者
で
歯
科
健
診
を
希

望
す
る
人
も
受
診
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
昨
年
度
受
診
し
た
人

は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
75
歳
以

下
の
人
は
、
対
象
年
齢
（
76
歳
）

に
な
っ
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

◦
受
診
期
間
＝
６
月
～
12
月
ま

で
（
歯
科
医
院
の
休
日
を
除
く
）

◦
受
診
の
方
法
＝
必
ず
同
封
し

て
い
る
歯
科
健
診
の
実
施
医
療

機
関
に
予
約
の
う
え
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
受
診
時
に
持
っ
て
い
く
も
の

▽
受
診
券
（
記
入
し
て
実
施
医

療
機
関
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

▽
被
保
険
者
証

▽
受
診
料
３
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
お

問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
９
２
６
５
１・３
１
１
１
／
N

０
９
２
６
５
１・３
９
０
１
）

歯
科
健
診
の
お
知
ら
せ

歯
周
病
検
診

後
期
高
齢
者

医
療
「
広
域

連
合
」

介
護
長
寿
課

も
の
忘
れ
予
防
検
診

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
毎
年
６
月
中
に
「
児
童
手

当
現
況
届
」
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
況
届
を

提
出
し
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の

手
当
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。「
現
況
届
」
は
子
育
て
支
援

課
か
ら
６
月
12
日
㈬
に
発
送
す

る
予
定
で
す
。
内
容
を
確
認
後

に
押
印
し
、
必
要
な
書
類
を
付

け
て
、
切
手
を
貼
っ
て
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。
※
現
況
届
は
市
役
所

本
庁
や
各
支
所
へ
直
接
持
参
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◦
受
付
期
間
＝
６
月
12
日
㈬
～

６
月
30
日
㈰
ま
で
の
間
に
同
封

の
返
送
用
封
筒
に
切
手
を
貼
っ
て

お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
受
付
期
間
中
に
持
参
す
る
人

は
、
市
役
所
子
育
て
支
援
課
ま

た
は
各
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

に
平
日
９
時
か
ら
17
時
15
分
ま

で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
本
庁

で
は
水
曜
日
の
み
19
時
ま
で
受
け

付
け
が
で
き
ま
す
）。
詳
細
は「
現

況
届
の
ご
案
内
（
６
月
12
日
発

送
）」
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課

（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

児
童
手
当「
現
況

届
」は
忘
れ
ず
に

子
育
て

支
援
課
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昨
年
ま
で
実
施
し
て
い
た

「
げ
ん
き
脳
講
座
」
を
名
前
も

内
容
も
一
新
し
て
開
催
し
ま
す

（
全
地
区
全
７
回
シ
リ
ー
ズ
）

　

今
や
人
生
１
０
０
年
！
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
１
０
０
歳
ま

で
い
き
い
き
と
元
気
に
住
み
慣

れ
た
地
域
で
過
ご
す
た
め
に
、

「
健
康
に
生
き
る
」
こ
と
に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
友
達

を
お
誘
い
の
う
え
多
く
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
＝
65
歳
以
上
の
八
女
市

民
。
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
第
１
回 

内
容
＝

▽
テ
ー
マ「
目
指
せ
１
０
０
歳
！

～
健
康
長
寿
の
秘
訣
～
」

▽
講
師
：
社
会
医
療
法
人
製
鉄

記
念
八
幡
病
院
理
事
長
・
病
院

長 

土
橋
卓
也
さ
ん

◦
日
程
・
会
場
＝
左
上
表
の
と

お
り

◦
申
込
＝
株
式
会
社 
リ
セ
ス

（
☎
０
９
４
２
・
５
２
・
４
８
８

７
）

会　場 第１回 時　間

八女文化会館 6 月14 日
㈮

14 時～
15 時 30 分

黒木支所大会議室 7 月 22 日
㈪

10 時～
11時 30 分

地域福祉センター 
研修室（上陽）

7 月17 日
㈬

10 時～
11時 30 分

立花市民センター
イベントホール

7 月 9 日
㈫

10 時～
11時 30 分

星野支所
2 階大会議室

7 月 22 日
㈪

14 時～
15 時 30 分

矢部公民館 
大ホール

7 月12 日
㈮

14 時～
15 時 30 分

「
人
生
１
０
０
年
教
室
」

～
年
の
せ
い
と
あ
き
ら
め
な
い
介
護
予
防
～

※八女文化会館以外の会場は DVD での放映に
なります。内容は全地区すべて同じです。
※参加回数制限や地区制限はありませんので、
何回でもどの会場でもご参加ください。

◦
オ
レ
ン
ジ
茶
屋
と
は

　

認
知
症
の
人
や
介
護
者
、
地

域
住
民
、
専
門
職
が
つ
な
が
り

を
持
ち
認
知
症
の
理
解
を
深
め
、

誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
作
り
を

目
指
す
「
集
い
の
場
」
で
す
。

◦
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
介
護
で

の
笑
い
話
・
苦
労
し
た
話
・
困
っ

た
話
・
認
知
症
に
つ
い
て
な
ど
、

一
緒
に
お
話
し
て
息
抜
き
し
ま
せ

ん
か
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
６
月
６
日
㈭
13
時
30

分
開
店
～
16
時
頃
閉
店

◦
場
所
＝
地
域
交
流
館
た
か
み
ね

（
元
笠
原
保
育
所
）
黒
木
町
笠
原

４
３
４
１
番
地
２

◦
参
加
費
＝
３
０
０
円
（
ド
リ
ン

ク
・
お
や
つ
付
き
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
☎
４
２
・
３
０

５
７

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
「
介
護
予

防
教
室
な
ど
に
は
男
性
の
参

加
者
が
少
な
い
。
ど
う
に
か
男

性
の
参
加
者
を
増
や
せ
な
い
だ

ろ
う
か
」
と
男
性
限
定
で
立

ち
上
げ
た
介
護
予
防
自
主
グ

ル
ー
プ
で
、
現
在
7
人
の
男
性

参
加
者
が
元
気
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
東
風
日
和
の
会
で
は
、

参
加
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役

割
と
し
て
５
人（
女
性
も
含
む
）

の
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
も
活

動
し
て
い
ま
す
。
４
月
３
日
１

回
目
の
活
動
で
は
、
介
護
予
防

サ
ポ
ー
タ
ー
の
指
導
の
も
と
、

健
康
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
輪
に
な
っ
て
行
っ
て
い
ま

し
た
。

　
「
東
風
日
和
の
会
」
の
活
動

に
興
味
が
あ
る
人
、
参
加
を
希

望
す
る
人
は
直
接
会
場
を
の

ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
東
風
日
和
の
会
】

◦
活
動
日
時
＝
第
１
・
３
水
曜

日
13
時
30
分
～
15
時

◦
活
動
場
所
＝
多
世
代
交
流

館◦
参
加
費
＝
一
人
月
千
円

※
今
後
も
新
た
に
立
ち
上
が
っ

た
自
主
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て

は
、随
時
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

介
護
予
防
自
主
グ
ル
ー
プ
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長

寿
課
高
齢
者
支
援
係

（
☎
２
３
・
１
３
０
８
）

２
月
１
日
号
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
市
内

に
は
い
つ
ま
で
も
地
域
で
い
き
い
き
と
生
活
す
る
た
め
に

自
主
的
に
取
り
組
む
、
介
護
予
防
自
主
グ
ル
ー
プ
が
活

動
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
４
月
３
日
か
ら
新
た
に
介
護
予

防
自
主
グ
ル
ー
プ
「
東
風
日
和
の
会
」
が
立
ち
上
が
り
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

「
東こ

風ち

日び

和よ
り

の
会
」

介
護
予
防

自
主
グ
ル
ー
プ

黒木町笠原にオレンジ茶
屋「ひるよけ」オープン

介
護
予
防

お茶を
飲みながら、
息抜きしま
せんか？

人生 100 年
健康寿命を延ばそう！
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災
害
に
対
し
素
早
く
行
動
す
る
た
め
に

は
、
日
頃
か
ら
の
備
え
が
大
切
で
す
。
事
前

に
避
難
す
る
場
所
を
確
認
し
た
り
、
気
象

情
報
に
注
意
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。
市
か
ら

避
難
情
報
が
発
令
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
雨

量
の
情
報
、
周
囲
の
前
兆
現
象
に
注
意
し
、

異
変
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
自
主
的
に
避
難
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
夜
中
に
周
り
の
状
況
が

確
認
し
づ
ら
い
時
や
、
す
で
に
災
害
が
発
生

し
始
め
て
い
る
よ
う
な
時
は
、
屋
外
を
移
動

す
る
の
は
大
変
危
険
で
す
。
建
物
の
倒
壊
な

ど
の
心
配
が
な
く
、
土
砂
災
害
や
河
川
氾
濫

の
心
配
が
な
い
場
合
な
ど
は
、
そ
こ
に
留
ま

る
こ
と
が
安
全
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
時
は
、
自
宅
の
中
の
2
階
や
、
が
け

か
ら
離
れ
た
部
屋
な
ど
、
比
較
的
安
全
な
場

所
に
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。

　

大
雨
・
土
砂
災
害
対
策
の
基
本
は
、
情

報
収
集
で
す
。
雨
が
降
っ
て
い
る
時
は
、
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
、
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
な

ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
、
気
象
情
報
な

ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

① 

テ
レ
ビ
の
ｄ
ボ
タ
ン

　

テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
に
ｄ
ボ
タ
ン
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
を
押
す
と
八
女
市
の
雨
の
情
報

や
河
川
の
情
報
、
土
砂
災
害
危
険
度
情
報

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

② 

防
災
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん

　

大
雨
注
意
報
や
警
報
な
ど
の
気
象
情
報

や
避
難
勧
告
な
ど
の
防
災
情
報
を
メ
ー
ル
で

お
知
ら
せ
し
て
く
れ
ま
す
。
防
災
メ
ー
ル
ま

も
る
く
ん
Ｈ
Ｐ
か
ら
無
料
で
登
録
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。「
防
災
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん
」

と
検
索
し
、
Ｈ
Ｐ
か
ら
登
録
く
だ
さ
い
。

③ 

気
象
庁 

危
険
度
分
布

　

気
象
庁
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し

て
い
る
洪
水
警
報
の
危
険
度
分
布
で
は
、
土

砂
災
害
や
浸
水
害
、
洪
水
の
災
害
発
生
の

危
険
度
を
予
測
し
５
段
階
に
分
け
て
、
視
覚

的
に
分
か
り
や
す
く
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。

梅
雨
時
期
の

災
害
に
備
え
る

近
年
、
各
地
で
大
規
模
な
災
害
が
多
発
し
、
八
女
市
で
も
ま
た
い
つ
大
き
な

災
害
が
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
災
害
が
身
近
な
も
の
で
あ
る

こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
梅
雨
時
期
は
、
大
雨
や
長
雨
に
よ
る

土
砂
災
害
や
水
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
災
害
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
、
雨
量
や
土
砂
災
害
の
前
ぶ
れ
に
注
意
し
、
避
難
方
法
や
避
難

場
所
を
確
認
す
る
な
ど
「
自
分
の
安
全
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
気
持
ち
で
、

日
ご
ろ
か
ら
災
害
へ
の
備
え
を
行
い
気
象
情
報
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

早
め
の
準
備
・
早
め
の
避
難

気
象
情
報
等
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

防
災
ラ
ジ
オ
は

設
置
し
て
い
ま

す
か

　

市
か
ら
、
警
戒
が
必
要
な
気
象
情

報
や
避
難
に
関
す
る
情
報
な
ど
は
、
ま

ず
防
災
ラ
ジ
オ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

防
災
ラ
ジ
オ
は
必
ず
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー

を
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し
て
使
用
し
、
い

つ
で
も
受
信
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
停
電
に
備
え
て
電
池
も
準

備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
は
エ
リ
ア
ご
と
に
設
定

し
て
い
ま
す
。
防
災
ラ
ジ
オ
を
受
け
取

っ
て
い
な
い
、
故
障
し
て
い
る
な
ど
の

場
合
は
、
企
画
政
策
課
（
旧
八
女
市
）、

お
住
ま
い
の
地
域
の
各
支
所
総
務
課

（
旧
３
町
２
村
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
梅
雨
時
季
や
台
風
シ
ー
ズ
ン

に
あ
わ
て
な
く
て
す
む
よ
う
に
、
早
め

の
確
認
や
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
企
画
政
策
課 

秘
書

広
報
係
（
☎
２
３・１
１
１
１
）
ま
た

は
各
支
所
総
務
課

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課 

消
防

防
災
係
（
☎
２
３・１
７
３
１
）

各家庭に配布している防
災ハザードマップを家族
で確認しておきましょう

消防団の水防訓練
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令和２ 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

　熊本県南部、鹿児島県との県境にあり、日本三大急
流球磨川の中流部に位置します。面積の 88％が山林で
村全体が山岳地帯となっています。基幹産業は農業と
豊富な山林を生かした林業です。また、九州本土最大
とされる鍾乳洞「球

きゅうせんどう

泉洞」や球磨川を生かしたラフティ
ングなど、自然の中での体験も充実しています。

熊本県 球磨村

◦毎床溝に育まれた農村の原風景

　那
な ら

良川沿いの集落「毎
まいとこ

床地区」には 260 年以上前の
江戸時代に造られた「毎床溝」があります。毎床地区は
植栽から100 年を超えた一

いっしょうち

勝地梨
の産地でもあり、春には純白の梨の
花が咲き誇り白いじゅうたんのように
広がります。梨園や美しい棚田や山々
の風景は、農村の原風景を今に残し
ています。また、球磨川の支流に沿っ
て多彩な棚田が広がり、「松

まつたに

谷棚田」
「鬼

おにのくち

ノ口棚田」の２か所は「日本の棚
田百選」に選ばれています。
◦問い合わせ＝球磨村役場

（☎ 0966・32・1114）

シリーズ企画「美しい村探訪～九州・沖縄～」⑩
星野村は、「日本で最も美しい村」連合に加盟しています。連合
では、景観・文化・環境の保護を通じ、美しい村のブランド価
値を高め、農山村の自立・発展を促す諸活動を推進しています。

キリトリセン

今年の出水期（6 月頃）から警戒レベルの運用開始が始まります
低 高

警戒レベル １ ２ ３ ４ ５

気象情報 早期注意情報
（警報級の可能性）

注意報・氾濫注
意情報など

警報・氾濫警戒情報な
ど

土砂災害警戒情報・氾
濫危険情報など

特別警報・
氾濫発生情報

避難に
関する情報

避難準備・
高齢者等避難開始

避難勧告
避難指示（緊急）※
※緊急的または重ねて
避難を促す場合に発令

災害発生情報

住民が取る
べき行動

災害への心構えを
高める／最新の気象
情報などに注意

避難行動の確認
避難所や避難経路
を再確認

立退き避難が必要な高
齢者等は避難／その他
の人は避難の準備

立退き避難が必要な人
は速やかに避難
※緊急避難

命を守るため
の最善の行動

災害時などに、住民が避難行動に移りやすくなるよう、防災情報をわかりやすく提供することを目的に、今年の出水
期（６月頃）から避難情報や気象情報に併せて、「警戒レベル」が発表されることになりました。警戒レベル１と２
は気象庁から、警戒レベル３から５は市町村が発表します。気象情報や防災ラジオの情報にご注意ください。

警戒レベルと住民がとるべき行動

洪
水
情
報
を
緊

急
速
報
メ
ー
ル

で
配
信
！

国が管理する矢部川で、氾濫の危険が高まった時、緊急速報メール
が自動で発信されます。

スマホ版
川の防災情報

船小屋水位
観測所

メールを受信したら、「スマホ版 川の防災情報」
雨の降り方や矢部川の今の水位を「川の防災情報」で確認しましょう。

【国土交通省筑後川河川事務所☎ 0942・33・9131】
パソコンから http://www.river.go.jp/

毎床溝

松谷棚田

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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平
成
尽じ
ん

桜
隠
し
を
幕
と
す
る吉

泉
　
守
峰

独
り
居
に
一
品
添
へ
る
木
の
芽
和あ
え

　
西
島
志
乃
芙

ダ
ム
囲
み
白
銀
続
く
桜
か
な

深
町
　
和
子

ま
さ
を
な
る
空
に
負
け
じ
と
花
の
雲

中
村
テ
ル
ヨ

山
藤
の
香
り
た
ど
り
て
仰
ぎ
見
る

武
田
　
行
夫

遠
足
や
ハ
ー
ト
づ
く
し
の
児
の
弁
当

原
　
　
宣
子

新
元
号
願
ひ
を
こ
め
し
こ
の
一
票

平
田
　
清
香

立
花
町
立
花
俳
句
会

消費生活
そうだん

〇

　

令
和
元
年
6
月
か
ら
「
特
定
興
行

入
場
券
の
不
正
転
売
の
禁
止
等
に
よ
る

興
行
入
場
券
の
適
正
な
流
通
の
確
保

に
関
す
る
法
律
」（
通
称
「
チ
ケ
ッ
ト

不
正
転
売
禁
止
法
」）
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
人
気
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
舞
台
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
チ
ケ
ッ
ト

を
、
業
者
や
個
人
が
買
い
占
め
、
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
や
チ
ケ
ッ
ト
転
売
サ
イ
ト
な

ど
で
定
価
を
大
幅
に
上
回
る
価
格
で

販
売
す
る
「
高
額
転
売
」
等
を
禁
止

す
る
た
め
で
す
。

①
有
償
譲
渡
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の

②
日
時
・
場
所
、
座
席
が
指
定
さ
れ

た
も
の

③
購
入
者
の
氏
名
と
連
絡
先
を
確
認

す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の

　 

こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
、
1
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
１
0
０
万
円
以
下

の
罰
金
ま
た
は
そ
の
両
方
が
科
さ
れ
ま

す
。

　

イ
ベ
ン
ト
開
催
会
社
が
認
め
た
転

売
サ
イ
ト
（
リ
セ
ー
ル
サ
イ
ト
）
で
、

転
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
転
売
を
許
さ
れ
て
い
な
い
サ

イ
ト
や
、
転
売
を
仲
介
す
る
海
外
の
サ

イ
ト
も
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
転
売
サ
イ
ト
を
安
易
に
利
用
す
る
と

イ
ベ
ン
ト
参
加
を
断
ら
れ
た
り
、
法
律

違
反
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
チ

ケ
ッ
ト
を
売
っ
た
り
・
買
っ
た
り
す
る

場
合
は
正
規
の
ル
ー
ト
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

◦
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー　

平
日
８
時
30
分
～

16
時
30
分
（
☎
２
３・１
１
８
３
）

チ
ケ
ッ
ト
不
正
転
売
禁
止

法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

54

対
象
と
な
る
チ
ケ
ッ
ト
は

違
反
し
た
場
合
は

TIC
KET

　ＪＫビジネスとは女子高生（ＪＫ）などによるマッ
サージやデート、会話を楽しませるなどのサービ
スを売り物とする営業です。一見問題ないアルバ
イトに見えても、児童買春などの被害、客からの
ストーカー行為、ネットへの個人情報公開などが
確認されており、安易に働くことはとても危険で
す。ＪＫビジネスに関する相談、情報の提供は、
警察相談専用電話 (#9110)
八女警察署少年係（☎ 22・5110）へお願いします。
緊急の場合は１１０番までご連絡ください。

　近年大麻の乱用で検挙された少年が増えてきて
おり、平成 30 年の検挙件数は、平成元年以降過
去最多となっています。大麻などの薬物を誘われ
たときは「きっぱりと断る、その場から離れる」こ
とが大事です。薬物乱用などで困ったことや悩み
事があれば周囲の大人に相談したり、相談窓口に
相談してください。
◦久留米少年サポートセンター

（☎０９４２・３０・７８６７）
◦八女警察署（☎２２・５１１０）

危険が潜むＪＫビジネス

薬物乱用は絶対だめ！

八女警察署からのお知らせ

12

ご意見記入欄　　　（八女市広報R1.6）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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　図書館のホームページから本の予約、
取り寄せができるのをご存じですか？
メールアドレスを登録すると、簡単に本
を予約することができます。
◦予約できる資料は図書・雑誌・視聴
覚資料（ＣＤ・ＤＶＤ）です。
◦インターネットでは、図書と雑誌合わ
せて５冊まで予約できます。
※館内で５冊以上予約している人はイ
ンターネットからの予約はできません。
※視聴覚資料は１点まで予約できます。
注意事項
◦延滞貸出がある場合はインターネット
での予約はできません。
◦利用できる資料を予約された場合、来

館者の貸し出しを優先させていただきます。
◦インターネット予約で「１→２→３」
など巻数順に届くように予約することは
できません。　
Ｗｅｂ予約の詳細な
利用方法は八女市立
図書館ホームページ
をご覧ください。

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

八女市に生まれ育ち、学生時代はサッ
カー部主将と体育委員長を兼任。笑
顔が印象的な上野さんは、運動だけ
でなく読書やドライブ、星の観賞など
多趣味。パーソナルトレーニングジム
「あすひと」代表。27歳。

　
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
と
い

う
上
野
さ
ん
は
、海
外
で
専
門
的
な
ス

ポ
ー
ツ
選
手
の
育
成
技
術
を
学
ん
だ

後
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム

を
オ
ー
プ
ン
。
自
ら
の
経
験
を
生
か
し

な
が
ら
、利
用
者
の
要
望
や
状
況
に
合

わ
せ
た
個
別
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

「
理
学
療
法
士
と
し
て
整
形
外
科
に

勤
務
し
て
い
た
こ
ろ
、
職
場
の
研
修

な
ど
を
通
じ
て
、海
外
の
ス
ポ
ー
ツ
選

手
の
育
成
技
術
に
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。深
く
学
ん
で
み
た
い
と
い
う
思
い

が
芽
生
え
、
思
い
切
っ
て
仕
事
を
辞

め
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、ア
メ
リ
カ
な
ど
、約

20
か
国
へ
渡
り
ま
し
た
。

　
各
国
で
、ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
見
学

や
、
選
手
・
指
導
者
へ
の
取
材
、
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
で
の
研
修
活
動
を
通

し
て
、そ
の
高
度
な
育
成
技
術
に
驚

き
ま
し
た
。ま
た
、競
技
を
問
わ
ず
、

選
手
の
個
性
や
感
性
を
磨
く
こ
と
が

文
化
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
人
を

知
り
触
れ
合
う
こ
と
の
大
切
さ
に
つ

い
て
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
帰
国
後
は
、
海
外
で
得
た
経
験
や

知
見
を
存
分
に
生
か
し
た
い
と
思
い
、

自
ら
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム

を
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま

し
た
。オ
ー
プ
ン
し
て
約
５
か
月
が
た

ち
ま
す
が
、
利
用
者
か
ら
は
、
足
が

速
く
な
っ
た
、姿
勢
が
良
く
な
っ
た
と

い
っ
た
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
将
来
は
、競
技
を
問
わ
ず
高
い
レ
ベ

ル
を
目
指
す
子
ど
も
た
ち
が
都
市
圏

へ
出
て
行
く
の
で
は
な
く
、筑
後
地
域

に
集
う『
ス
ポ
ー
ツ
育
成
の
ま
ち
』と

言
わ
れ
る
環
境
を
、ト
レ
ー
ナ
ー
と
い

う
立
場
で
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」

海
外
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、

筑
後
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
挑
戦　

 
上
野　

琢た
く

也や

さ
ん

123

【本館】1日、8日、15日、22日、
29日※毎週土曜日14時～
／おはなしコーナー
【黒木分館】1日㈯10時30
分～／おはなしコーナー
／幼児～小学生の皆さん
が対象です♪

おはなし会

あかちゃんおはなし会
0 ～ 2歳くらいの赤ちゃ
んが対象です♪
【本館】2日㈰、15日㈯11
時～／2階研修室
【黒木分館】22日 ㈯10時
30分～／おはなしコーナー

6月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝平日10 時～ 20 時
　                   土日祝 10 時～18 時

黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
上陽分館 ☎54・3131
※分館の開館時間＝ 9 時～17 時 30 分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
3 ㈪ ,10 ㈪ ,17 ㈪ ,24 ㈪ ,28 ㈮

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
3 ㈪ ,10 ㈪ ,17 ㈪ ,24 ㈪ ,28 ㈮図書館の休館日

6 月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日
　　　　　　　（月曜日が祝日・休日の場合は開館します）
4 ㈫ ,11 ㈫ ,18 ㈫ ,25 ㈫ ,28 ㈮

6 月の館内整理日は 28 日㈮

6月
の

★図書館を便利に使いこなそう！（Ｗｅｂ予約をしてみませんか？）

★布えほん製作ボランティア
「ふわふわ」作品展
6 月11日㈫～ 27日㈭
※展示の作品は、6 月 29 日㈯から
貸し出しができます。
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なぜ なぜ 人権 － かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして－■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　　　
私
た
ち
は
、
毎
日
３
度
食
事
を
し

ま
す
。
80
年
間
に
は
８
万
７
千
回
以

上
も
食
べ
る
計
算
に
な
り
ま
す
。
し

か
も
、
私
た
ち
の
食
物
は
、
植
物
の

種
子
や
葉
や
茎
、
動
物
の
肉
や
卵
な

ど
、
す
べ
て
命
あ
る
も
の
の
恵
み
で

す
。
鉱
物
や
化
学
的
に
作
ら
れ
た
も

の
で
は
生
き
ら
れ
な
い
の
で
す
。

　
一
粒
の
米
に
は
、
八
十
八
の
手
間

が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

お
肉
や
魚
が
食
べ
ら
れ
る
の
も
、
多

く
の
人
の
ご
苦
労
や
生
き
物
の
お
か

げ
で
す
。
年
中
無
休
で
飼
育
さ
れ

る
農
家
、
食
肉
に
処
理
し
て
く
だ
さ

る
方
、
そ
し
て
、
何
よ
り
人
間
の
た

め
に
命
を
捧
げ
て
く
れ
た
牛
や
豚
や

鶏
。
お
魚
だ
っ
て
そ
う
で
す
。
一
生

懸
命
泳
い
で
大
き
く
育
っ
た
の
に
、

頼
み
も
し
な
い
の
に
網
に
追
い
込
ま

れ
、
水
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
た
魚
た

ち
。
そ
れ
を
衛
生
的
に
運
び
、
販
売

し
て
く
だ
さ
っ
た
人
、
最
後
は
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
調
理
し
て

く
だ
さ
っ
た
人
。
そ
れ
ら
数
え
切
れ

な
い
多
く
の
人
の
ご
苦
労
と
命
の
恵

み
に
感
謝
し
て
、
私
た
ち
は
食
事
の

前
に
一
言
「
い
た
だ
き
ま
す
」
を
言

う
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
ん
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。
幼
稚

園
で
「
い
た
だ
き
ま
す
」
を
習
っ
た

園
児
が
、
家
族
と
一
緒
に
「
い
た
だ

き
ま
す
」
を
言
う
の
に
、
な
ぜ
か
お

父
さ
ん
だ
け
は
「
い
た
だ
き
ま
す
」

を
言
わ
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。
子
ど

も
が
お
父
さ
ん
に
尋
ね
ま
し
た
。

「
ど
う
し
て
言
わ
な
い
の
」

す
る
と
お
父
さ
ん
が
答
え
ま
し
た
。

「
お
前
た
ち
は
、
お
父
さ
ん
が
働
い

て
食
わ
せ
て
や
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

俺
に
対
し
て
「
い
た
だ
き
ま
す
」
を

言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
俺
は

食
わ
せ
て
や
っ
て
い
る
方
だ
か
ら
、

言
わ
な
く
て
い
い
ん
だ
」
と
。

　
な
ん
と
悲
し
い
考
え
の
お
父
さ
ん

で
し
ょ
う
。
食
わ
せ
て
や
っ
て
い
る
、

と
い
う
尊
大
な
心
を
捨
て
て
、
す
べ

て
の
人
の
ご
苦
労
に
感
謝
し
、
命
の

恵
み
に
頭
が
下
が
ら
な
い
と
、「
い
た

だ
き
ま
す
」
の
一
言
は
、
言
え
な
い

の
で
す
。

い
た
だ
き
ま
す

命
を
い
た
だ
く

す
べ
て
の
人
の
ご
苦
労
に
感
謝

楽
し
い
給
食
の
時
間
（
星
野
小
学
校
1
年
生
）

「
手
を
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
！
い
た
だ
き
ま
す
！
」
星
野
小
学
校
で
の
楽
し
い
給
食

の
時
間
。
お
い
し
い
食
事
に
、
子
ど
も
た
ち
の
声
が
弾
み
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
あ
な

た
は
食
事
の
前
に「
い
た
だ
き
ま
す
」と
声
に
出
し
て
い
ま
す
か
。「
い
た
だ
き
ま
す
」

と
い
う
言
葉
に
は
、
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
星
野
村
浄じ
ょ
う
え
ん
じ

圓
寺
住
職
、
樋

口
不ふ

可か

思し

さ
ん
に
、
そ
の
意
味
を
尋
ね
ま
し
た
。

「
い
の
ち
を
い
た
だ
く
　

み
い
ち
ゃ
ん
が
お
肉
に
な
る

日
」

原
案
＝
坂
本
義
喜

作
＝
内
田
美
智
子

絵
＝
魚
戸
お
さ
む
と
ゆ
か
い
な

な
か
ま
た
ち

出
版
＝
講
談
社

八
女
市
立
図
書
館
に
て
貸
し

出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

絵
本
紹
介

食に関わる人への感謝の気持ちが芽生えた「棚
田体験」星野小学校 5 年生（平成 30 年 6 月）
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（
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
）

⃝

市
内
に
居
住
し
、
平
成
30

年
中
に
一
定
以
上
の
所
得
が

あ
っ
た
人

⃝

市
内
に
居
住
し
て
い
な
い

が
、市
内
に
事
務
所
、事
業
所
、

家
屋
敷
を
所
有
し
て
い
る
人

【
均
等
割
も
所
得
割
も
か
か
ら

な
い
人
】

⃝

平
成
30
年
中
に
所
得
の
な

か
っ
た
人

⃝

１
月
１
日
現
在
、
生
活
保

護
法
の
生
活
扶
助
を
受
け
て

い
る
人

⃝

１
月
１
日
現
在
、
障
害
者
、

未
成
年
、
寡
婦
（
寡
夫
）
で
、

平
成
30
年
中
の
合
計
所
得
金

額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人

⃝

平
成
30
年
中
の
合
計
所
得

金
額
が
次
の
算
式
で
求
め
た

額
以
下
の
人

【
所
得
割
が
か
か
ら
な
い
人
】

⃝

平
成
30
年
中
の
総
所
得
金

額
等
が
次
の
算
式
で
求
め
た

額
以
下
の
人

　
市
県
民
税
を
納
め
る
方
法

は
、
主
に
次
の
と
お
り
で
す
。

【
納
税
通
知
書
で
納
め
る
方
法

（
普
通
徴
収
）】･･････

事
業

所
得
者
な
ど

　
市
か
ら
個
人
あ
て
に
直
接

送
付
す
る
納
税
通
知
書
兼
納

付
書
（
６
月
10
日
付
発
送
）

に
よ
り
、
年
税
額
を
令
和
元

年
６
月
、
８
月
、
10
月
、
令

和
２
年
１
月
の
４
回
の
納
期

に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。
口
座
振
替
の
手
続
き

を
さ
れ
る
と
便
利
で
す
。

【
勤
務
先
で
給
与
か
ら
差
し
引

い
て
納
め
る
方
法
（
給
与
特

別
徴
収
）】･･････

給
与
所
得

者　
年
税
額
を
令
和
元
年
６
月

か
ら
令
和
２
年
５
月
ま
で
の

12
回
に
分
け
て
、
給
与
か
ら

差
し
引
い
て
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

【
公
的
年
金
か
ら
差
し
引
い
て

納
め
る
方
法
（
年
金
特
別
徴

収
）】･･････

公
的
年
金
受
給

者　
年
税
額
の
う
ち
公
的
年
金

に
か
か
る
市
県
民
税
額
は
、

平
成
31
年
４
月
か
ら
令
和
２

年
２
月
ま
で
年
金
支
給
月
の

６
回
に
分
け
て
、
年
金
か
ら

差
し
引
い
て
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
な
お
、
年
金
特
別
徴
収
は
、

次
の
①
～
④
す
べ
て
条
件
に

当
て
は
ま
る
人
が
対
象
で
す
。

①
公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ

て
い
る
満
65
歳
以
上
の
人（
平

成
31
年
４
月
１
日
現
在
）

②
公
的
年
金
に
か
か
る
所
得

に
対
し
て
市
県
民
税
が
課
税

さ
れ
る
人

③
年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢

基
礎
年
金
、
老
齢
年
金
等
を

受
給
さ
れ
て
い
る
人

④
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら

特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
人

平
成
31
年
度
の
市
県
民
税
の
納
税
通
知
書
を
６
月
10
日
付
で
郵
送
し
ま
す
。
納
税
通
知
書
が
お
手
元
に
届
い
た
ら
、
必

ず
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
平
成
31
年
度
の
市
県
民
税
は
、
１
月
１
日
に
本
市
に
住
所
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
平
成
30

年
中
の
所
得
を
も
と
に
計
算
し
、
決
定
し
ま
す
。
退
職
な
ど
に
よ
り
現
在
収
入
が
な
く
て
も
、
平
成
30
年
中
に
所
得
が
あ

れ
ば
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。な
お
、市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
人
へ
の
非
課
税
の
お
知
ら
せ
は
発
送
し
て
い
ま
せ
ん
。

普通徴収 公的年金からの特別徴収
6月 8月 10月 12月 2月

今年対象年税額の2分の1相当額を2回
に分割して徴収

今年度対象年税額の残りの2分の1相当額を3回に分割して
徴収

公的年金からの特別徴収
4月 6月 8月 10月 12月 2月

前年度分の公的年金等にかかる所得割額と均等割
額の合算額（年税額）の２分の１に相当する額を
３回に分割して徴収

今年度対象年税額から4、6、8月の仮徴収額を差
し引いた残額を3回に分割して徴収

徴
収
方
法

▽年金特別徴収が前年度から継続している人

▽年金特別徴収が今年度から開始または再開される人

※ご自身が対象になっているかは、６月10日付発送の市県民税納税通知書でご確認ください。

▼
市
県
民
税
を
納
め
る
人

▼
納
め
る
方
法

▼
市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
な

い
人 平

成
31
年
度
市
県
民
税
に
つ
い
て

350,000 円×（本人＋同一生
計配偶者＋扶養親族数）＋
320,000 円（※）

※同一生計配偶者または扶養親
族がいる場合のみ、320,000 円
を加算します。

280,000 円×（本人＋同一生
計配偶者＋扶養親族数）＋
168,000 円（※）

※同一生計配偶者または扶養
親族がいる場合のみ、168,000
円を加算します。

《均等割も所得割もかからない人》《所得割がかからない人》

問い合わせ
税務課 市民税係
☎２３・１１１３
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　５月３日㈷～５日㈷の３日間、星
野村茶の文化館で新茶フェアが開
催されました。会場では八女の新
茶販売のほか、自分の手で揉んで
釜炒り茶を作る体験や、石臼を用
いた抹茶ひき体験、数種類のお茶
を飲み当てる闘茶会などが行われ
ました。来場者はさまざまな体験
を通してお茶を楽しみました。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　

茶
業
関
係
者
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
列
し
５
月
２
日

㉁
、
第
56
回
献
茶
祭
が
黒
木
町
笠
原
の
霊
巌
寺
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
八
女
茶
は
約
６
０
０
年
前
、
霊
巌
寺
を
建

立
し
た
栄
林
周
瑞
禅
師
が
中
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
茶
の

種
子
を
、
鹿
子
尾
村
（
現
在
の
笠
原
地
区
）
の
庄
屋
、

松
尾
太
郎
五
郎
久
家
に
与
え
、
栽
培
や
製
茶
法
を
伝
え

た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
式
で
は
皇
風
煎
茶

礼
式
の
平
島
光
宣
総
師
範
が
、
松
尾
太
郎
五
郎
久
家
の

子
孫
、
章
三
郎
さ
ん
が
栽
培
し
た
新
茶
を
い
れ
、
霊
巌

寺
の
日
種
明
道
住
職

に
よ
り
仏
前
に
献
上

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

第
35
回
八
女
茶
山
唄

日
本
一
大
会
グ
ラ
ン

プ
リ
受
賞
の
池
田
勝

子
さ
ん
（
長
崎
県
島

原
市
）
が
八
女
茶
山

唄
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　

八
女
新
茶
ま
つ
り
が
５
月
５
日
㈷
、
八

女
伝
統
工
芸
館
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
八
女
商
工
会
議
所
や
県
茶
業
青

年
会
等
が
実
行
委
員
会
と
な
り
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、今
年
で
４
回
目
と
な
り
ま
す
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
会
場
で
は
、
絣
の
着
物

を
ま
と
っ
た
茶
娘
の
皆
さ
ん
が
新
茶
を
接

待
し
、
来
場
者
は
で
き
た
て
の
新
茶
を
味

わ
い
ま
し
た
。そ
の
他
、さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
や
、
マ
ル
シ
ェ
、
手
も
み
茶
の

実
演
、
八
女
茶
ク
イ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

も
行
わ
れ
、
会
場
は
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

八
女
茶
の
祖
に
感
謝
の
献
茶

で
き
た
て
の
新
茶
を

味
わ
う

お茶を知り、体験する

栗
ノ
尾
地
区
で
花
ま
つ
り

　
立
花
町
の
栗
ノ
尾
地
区
公
民

館
で
５
月
８
日
㈬
、
花
ま
つ
り
が

行
わ
れ
、
甘
茶
な
ど
が
ふ
る
ま
わ

れ
ま
し
た
。
釈
迦
の
生
誕
を
お

祝
い
し
、
釈
迦
立
像
に
甘
茶
を

か
け
て
豊
作
な
ど
を
祈
る
伝
統

行
事
で
、
長
年
に
わ
た
り
代
々

地
域
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

柳
川
藩
時
代
か
ら
の
慣
習
に
従

い
、
毎
年
５
月
８
日
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
色
と
り
ど
り
の
花
々

で
彩
ら
れ
た
花
御
堂
が
栗
ノ
尾

の
山
の
緑
に
映
え
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
多
く
の

人
が
お
参
り
し
、
甘
茶
を
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
。

連
休
も
お
茶
イ
ベ

ン
ト
で
大
賑
わ
い

釈迦像に甘茶をかけて甘茶をいただきました

八女茶山唄を奉納する池田さん 仏前に新茶が献上されました
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令
和
元
年
５
月
１
日
、
新

た
な
人
生
の
門
出
に
と
、
全

国
各
地
で
た
く
さ
ん
の
婚
姻

届
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
八

女
市
で
は
24
件
の
婚
姻
届
を

受
理
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は

届
出
等
が
多
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
た
た
め
、
市
民
課

で
は
窓
口
を
開
庁
。
婚
姻
届

を
提
出
す
る
お
二
人
の
記
念

に
と
『
ハ
ッ
ピ
ー
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
令
和
記
念
ボ
ー
ド
』
を
準

備
し
ま
し
た
。

　

婚
姻
届
を
提
出
し
た
三

宅
智
大
さ
ん
と
未
奈
美
さ
ん

カ
ッ
プ
ル
も
、
令
和
ボ
ー
ド

で
記
念
撮
影
。
未
奈
美
さ
ん

が
平
成
元
年
生
ま
れ
な
の
で
、

新
し
い
時
代
を
新
し
い
姓
で

迎
え
よ
う
と
記
念
す
べ
き
日

に
婚
姻
届
を
提
出
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
結
婚
さ
れ
た
皆
さ

ま
、
末
永
く
お

幸
せ
に
。

　土橋八幡宮では、５月１日午前０時から総代 11
人が参列して祭典が行われました。総代代表の馬
場貢さんは「年号が変わるので正月と同じように
祭典をし、『令和』がよい時代となるようにとみん
なで祈願しました」と話していました。

みんなで「令和」を揮毫 「令和茶」をふるまう今村代表

　５月１日から 7 日ま
で、おりなす八女のロ
ビーに天皇陛下の御即
位に伴う記帳所を設置
しました。1日に記帳所
を訪れた橋爪ミ

み
子
ね

さん
は、「新天皇の令和の
時代は、災害のない明
るく元気な時代になっ
てほしいとの願いを込
めて記帳しました」と
令和を祝いました。

　
星
野
村
で
植
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
取
り
組

む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
星
の
ふ
る
さ
と
（
今
村
次
美
代

表
）
は
５
月
１
日
、
午
前
６
時
か
ら
同
法
人
が

設
け
た
高
さ
６
㍍
の
巨
大
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
に
て

「
令
和
」
の
揮
毫
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は

早
朝
か
ら
20
人
が
参
加
。
今
村
代
表
が
山
に
自

生
し
て
い
る
お
茶
の
葉
を
火
で
あ
ぶ
っ
て
、
山

の
わ
き
水
で
入
れ
た
『
令
和
茶
』
が
振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。
４
月
30
日
に
も
平
成
最
後
の
揮
毫

会
が
催
さ
れ
て
お
り
、
災
害
の
多
か
っ
た
平
成

の
時
代
か
ら
、
令
和
は
子
ど
も
た
ち
に
希
望
の

あ
る
時
代
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
が
込
め

ら
れ
た
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
婚
の
皆
さ
ま
、
お
幸
せ
に
♡

土
橋
八
幡
宮
で
祭
典

「平成」と「令和」を揮毫

記帳で天皇
御即位を祝う

５
月
１
日
、

令
和
を
祝
う
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第
65
回
大
藤
祭
り
卓
球
大

会
（
八
女
市
体
育
協
会
主
催
）

が
、
４
月
７
日
㈰
と
21
日
㈰
、

黒
木
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
マ
ス
タ
ー
ズ
】《
ダ
ブ
ル
ス
戦
》

①
大
坪
和
幸
・
山
下
芳
子 

②

牧
口
健
次
郎
・
三
宅
静
鹿 

③

西
木
富
三
夫
・
田
中
常
子
、
宮

川
和
弘
・
橋
村
香
奈
《
シ
ン
グ

ル
ス
戦
》
▽
男
子
（
50
～
69
歳
）

①
大
坪
和
幸
②
大
隈
利
幸
③

松
﨑
英
二
、
宮
川
和
弘
▽
男
子

（
70
歳
以
上
）
①
才
所
勝 

②
石

橋
正
一 

③
下
川
紘
一
、
森
田
宣

昭
▽
女
子
（
50
～
69
歳
）
①

小
川
和
子 

②
竹
村
千
恵
子 

③

山
下
芳
子
、
加
藤
直
子
▽
女
子

（
70
歳
以
上
）
①
田
中
常
子 

②

穴
見
ミ
ヨ
子 

③
秀
德
千
美
子
、

小
川
チ
ヱ
子

【
中
学
生
】《
団
体
戦
》
▽
男

子
①
広
川
中
Ａ 

②
立
花
中 

③

八
女
学
院
中
Ａ
、
筑
南
中
▽
女

子
①
立
花
中
Ａ 

②
広
川
中 

③

筑
南
中
、筑
後
中
Ａ
《
個
人
戦
》

▽
男
子
①
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
季
良 

②
谷
川
輝 

③
加
藤
田
蓮
、
中

村
恵
都
▽
女
子
①
平
島
麻
椰 

②
古
俣
和
香 

③
松
﨑
あ
い
、

金
谷
瑠
南

　

被
災
地
支
援
の
た
め
、
朝
倉
市
に
派
遣
さ
れ

て
い
た
職
員
１
人
と
東
広
島
市
に
派
遣
さ
れ
て

い
た
保
健
師
６
人
の
災
害
派
遣
の
活
動
報
告
会

を
４
月
22
日
㈪
に
行
い
ま
し
た
。
朝
倉
市
へ
は

平
成
30
年
４
月
２
日
か
ら
１
年
間
派
遣
。
職
員

は
朝
倉
市
の
林
道
災
害
に
つ
い
て
の
現
状
と
そ
の

復
旧
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

東
広
島
市
へ
は
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
発
災

後
に
２
か
月
半
か
ら
１
か
月
交
代
で
、
保
健
師

６
人
を
派
遣
し
ま
し
た
。
保
健
師
は
、
み
な
し

仮
設
住
宅
の
被
災
者
を
訪
問
し
健
康
相
談
や
心

の
ケ
ア
な
ど
の
業
務
に
従
事
し
た
状
況
等
を
報

告
し
ま
し
た
。
三
田
村
市
長
は
「
い
つ
起
る
か
分

か
ら
な
い
災
害
に
即
応
し
、
中
心
的
な
役
割
を

担
う
の
は
被
災
地
で
経
験
を
し
た
皆
さ
ん
。
こ

の
災
害
派
遣
の
活
動
を
生
か
し
て
、
今
後
も
職

務
に
精
励
し
て
く
だ
さ
い
」と
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

被
災
地
派
遣
職
員
か
ら
報
告

4 月27日㈯～ 28日㈰の 2日間、立花町北山男ノ子
地区で「男ノ子焼の里れんげ祭り」が開催されました。
会場では陶器や郷土料理、地元の特産品の販売が行
われました。イベントでは地元幼稚園のダンスや小学
生の太鼓演奏のほか、餅つきやマス釣りも体験でき、
来場者はのどかな春の休日を楽しみました。

　黒木町に縁ある文
芸評論家、石橋忍月・
山本健吉親子が眠る
無量寿院（西古松町）
で 5 月7日㈬、恒例の黒木文化連盟による墓掃除が
行われました。落葉などを掃き、花を飾り、会員の皆
さんは手を合わせ故人を偲びました。その後本堂で、
健吉祭実行委員会による法要が営まれました。

　

立
花
町
出
身
の
キ
ル
ト
作
家
・
苣
木
文
代

さ
ん
が
５
月
14
日
㈫
、
市
役
所
を
訪
問
し
ま

し
た
。
苣
木
さ
ん
は
ミ
シ
ン
メ
ー
カ
ー
に
勤
務

の
傍
ら
ミ
シ
ン
キ
ル
ト
を
学
び
制
作
を
続
け
、

数
々
の
キ
ル
ト
展
に
て
入
賞
。
今
回
、
同
級

生
の
協
力
に
よ
り
、
６
月
11
日
㈫
か
ら
16
日

㈰
ま
で
お
り
な
す
八
女
で
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル

ト
展
（
入
場
無
料
）
を
開
催
す
る
こ
と
を
市

長
に
報
告
し
ま
し
た
。「
小
さ
い
時
の
記
憶
を

掘
り
起
こ
し
な
が
ら
作
品
を
創
っ
て
い
ま
す
。

八
女
は
自
然
に
恵
ま
れ
、食
べ
物
も
お
い
し
い
。

ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ

た
キ
ル
ト
展
を
、
多
く
の
人
に
観
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
」
と
苣
木
さ
ん
。
作
品
展
に
は
孫

の
海
斗
さ
ん
・
礼
音
さ
ん
の
作
品
も
展
示
さ

れ
ま
す
。（
関
連
記
事
は
20
ペ
ー
ジ
）

石橋家の
お墓を守る

キルト作家苣
ちさ

木
き

さん八女で作品展

大
藤
祭
り
卓
球
大
会

の
ど
か
な
春
の

れ
ん
げ
祭
り

八女の竹林をイメージした作品とともに。苣木さんと同級生の皆さん

各地での災害派遣活動を報告する職員
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昭
和
48
年
に
建

設
さ
れ
老
朽
化
が
著

し
く
、
授
業
や
部
活

動
、
社
会
体
育
へ
の

開
放
等
に
支
障
を
き

た
し
て
い
た
、
黒
木

中
学
校
の
体
育
館
の

改
修
工
事
を
行
い
ま

し
た
。
全
国
的
に
も
昭
和
40
年
代
後
半
か
ら

50
年
代
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た
建
物
が
多
い

中
、
公
共
建
築
物
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト
縮
減
の
た
め
、
建
替
え
か
ら
長
寿

命
化
や
用
途
変
更
等
を
積
極
的
に
進
め
る
改

修
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
修

で
も
不
具
合
を
直
し
、
建
物
の
耐
久
性
を
高

め
る
こ
と
に
加
え
、
建
物
の
機
能
や
性
質
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
長
寿
命
化
改
修
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。
改
修
工
事
に
よ
り
全
面

的
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
体
育

館
で
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
た

ち
が
集
い
、
い

き
い
き
と
学

び
、
ま
た
、
地

域
住
民
の
活
動

の
場
と
し
て
も

活
用
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

平
成
31
年
４
月
、
黒
木
地
域
に
地
域
し
ご
と
づ
く

り
拠
点
施
設
「
南
仙
荘
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
空
き
家
を
活
用
し
た
企
業
誘
致
の
た

め
の
施
設
で
、
お
試
し
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
貸
し
出
し
、

八
女
を
体
感
し
て
も
ら
っ
た
う
え
で
オ
フ
ィ
ス
の
設

置
を
促
す
も
の
で
す
。
４
月
22
日
㈪
か
ら
26
日
㈮
ま

で
の
５
日
間
、
鎌
倉
市
に
本
社
を
置
く
企
業
「
面
白

法
人
カ
ヤ
ッ
ク
」
が
利
用
し
、
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

カ
ヤ
ッ
ク
は
社
員
３
５
０
人
の
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
等

を
作
成
し
て
い
る
企
業
で
、
今
回
お
試
し
オ
フ
ィ
ス
を

体
験
し
た
の
は
13
人
。
人
事
部
の
三
好
晃
一
さ
ん
は

「
川
を
望
む
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
良
く
、
仕
事
を
進
め
る

た
め
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
は
本
社
の
あ
る
鎌
倉

市
よ
り
も
良
好
で
申
し
分
な
い
」と
太
鼓
判
。
一
方
で
、

就
労
環
境
に
つ
い
て
は
、
オ
フ
ィ
ス
の
広
さ
や
社
員
の

住
ま
い
な
ど
の
部
分
で
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
必
要
だ

と
感
じ
て
い
る
と
の
こ
と
。
市
で
は
、
南
仙
荘
を
多

く
の
企
業
に
利
用
し
て
も
ら
い
、
空
き
家
を
活
用
し

た
、
オ
フ
ィ
ス
の
設
置
を
支
援
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
５
月
７
日
㈫
、
八
女
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
（
大
石
一
正
会
長
）
か
ら
、

市
内
の
小
学
１
年
生
４
８
４
人
に

交
通
安
全
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
が
、
市

内
中
学
校
10
校
に
科
学
図
鑑
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。「
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
現
在
70
人
。
今

後
も
福
祉
や
青
少
年
健
全
育
成
の

取
り
組
み
な
ど
を
、
地
域
と
連
携
し

て
行
っ
て
い
き
ま
す
」
と
大
石
会
長
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

上
陽
北
汭
学
園
ゴ
ル
フ
部
に
４
月
20
日

㈯
、
上
陽
町
芋
焼
酎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行

委
員
会
か
ら
支
援
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

同
委
員
会
は
中
山
間
地
の
サ
ポ
ー
ト
と
し

て
、
地
域
住
民
と
都
市
住
民
が
育
て
た
芋

か
ら
焼
酎
『
環か
ん
』
を
作
り
、
販
売
収
益
の

一
部
を
上
陽
町
の
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
支

援
し
て
い
ま
す
。
上
陽
北
汭
学
園
で
は
平

成
30
年
度
に
ゴ
ル
フ
部
が
創
設
さ
れ
、
今

年
度
２
年
生
か
ら
８
年
生
ま
で
14
人
が
所

属
し
て
い
ま
す
。
内
田
副
校
長
は
「
公
立

の
小
中
学
校
で
ゴ
ル
フ
部
が
あ
る
の
は
全

国
で
２
校
ぐ
ら
い
。
ク
ラ
ブ
な
ど
の
購
入

費
用
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま

の
協
力
の
お
陰
で
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
く

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
」
と
、
感
謝
を
述

べ
ま
し
た
。
将
来
、
馬
場
ゆ
か
り
さ
ん
を

目
指
し
て
、
新
た
な
八
女
出
身
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
が
誕
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

黒木町南仙荘で
お試しオフィスを体験

黒
木
中
体
育
館
の
改
修
工
事

が
完
了

ファイルと科学図鑑を贈呈
上陽芋焼酎プロジェクトから支援金

ゴルフ場の打ちっ放しで練習する下級生

南仙荘でお試しオフィスを体験するカヤックの皆さん

南から見た外観

アリーナ

支援金をいただきました
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八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
６
月
９
日
㈰
９
時
～
12

時 

※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場 

※
出
店
者
募
集

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
６
月
９
日
㈰
７
時
30

分
、
旧
上
辺
春
小
学
校
集
合

※
２
時
間
程
度

◦
コ
ー
ス
＝
松
尾
弁
財
天

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

立
花
町
出
身
の
キ
ル
ト
作
家

苣
木
文
代
さ
ん
と
孫
の
海
斗
さ

ん
・
礼
音
さ
ん
の
作
品
展
。
苣
木

さ
ん
は
、
ミ
シ
ン
で
で
き
る
表
現

方
法
を
追
求
し
、
数
々
の
賞
を
受

賞
。
随
時
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

も
あ
り
ま
す
。
入
場
無
料
。

◦
日
時
＝
６
月
11
日
㈫
～
16
日

㈰
10
時
～
18
時
※
最
終
日
は
16

時
ま
で

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
ギ
ャ
ラ

リ
ー
Ａ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
苣
木
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
１
０
４
１
・
７
２
５
９
）

　

八
女
市
観
光
大
使
の
岩
﨑
記

代
子
さ
ん
に
よ
る
音
楽
の
ひ
ろ

ば
。
童
謡
や
唱
歌
な
ど
を
学
び

な
が
ら
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま

し
ょ
う
。
資
料
と
し
て
歌
謡
本
が

必
要
で
す
の
で
、
お
持
ち
で
な
い

人
は
当
日
受
付
窓
口
に
て
お
買
い

求
め
く
だ
さ
い
。
税
込
１
０
８
０

円
で
す
。

◦
日
時
＝
６
月
15
日
㈯
13
時
30

分
～

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館
ホ
ー
ル

◦
持
参
す
る
も
の
＝
筆
記
用
具
、

お
茶
、
歌
謡
本

◦
問
い
合
わ
せ
＝
観
光
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
１
９
２
）

　

今
回
は
「
人
が
大
好
き
地
域

が
大
好
き
」
と
題
し
、
大
塚
順
子

さ
ん
（
金
太
郎
株
式
会
社
取
締

役
）
の
講
演
。
参
加
無
料
。
定

員
40
人

◦
日
時
＝
６
月
11
日
㈫
19
時
～

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
・
ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清

水
町
商
店
街
）
☎
２
４
・
９
６
５
７

　

市
で
は
、
市
民
団
体
等
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
の

提
案
を
求
め
、
各
団
体
の
特
性

を
活
か
し
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
「
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

で
30
年
度
に
提
案
を
採
択
さ
れ

た
13
団
体
の
活
動
の
報
告
会
を
、

協
働
カ
フ
ェ
形
式
で
開
催
し
ま

す
。
報
告
者
と
参
加
者
が
共
に

お
茶
な
ど
を
囲
む
気
軽
な
雰
囲

気
の
中
、
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
を

共
有
し
ま
せ
ん
か
。 

◦
日
時
＝
6
月
22
日
㈯
13
時
30

分
～ 

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
（
小
）
ホ
ー
ル 

◦
参
加
対
象
＝
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
団
体
等
の
人
や
、
テ
ー
マ

に
関
心
の
あ
る
人
な
ど
（
参
加
無

料
、
事
前
申
込
不
要
）

◦
発
表
団
体
【
30
年
度
採
択
団

体
】
＝
音
楽
の
生
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
ん
ば
り
よ
る
よ
星
野
村
／
八
女

市
上
陽
咩
さ
る
こ
協
会
／
ク
マ
ノ

ス
の
愉
快
な
仲
間
達
／
八
女
徐
福

会
／
日
本
野
鳥
の
会
筑
後
支
部

／
チ
ャ
イ
ル
ド
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
／
大
淵
を
元
気
に
す
る
会

／
郡
役
所
シ
ネ
マ
ス
イ
ッ
チ
／
夕

焼
け
日
曜
市
実
行
委
員
会
／
一
般

社
団
法
人
八
女
青
年
会
議
所
／

と
び
か
た
映
画
村
実
行
委
員
会

／
ヤ
メ
コ
ン
バ
レ
ー
実
行
委
員
会 

◦
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
２
２
４
） 

  　

お
お
む
ね
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
求
職
者
を
対
象
に
開
催
し

ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
費
用
無
料
、
要
申
込
。

◦
日
時
＝
７
月
23
日
㈫
～
７
月

お
知

ら
せ

苣ち
さ
木き

文
代
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

キ
ル
ト
作
品
展

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
提
案
事
業
成
果
報
告
会 

八
女
軽
ト
ラ
市

第
64
回
地
域
活
動
講
演
会

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

教
室
・
講
座

国指定伝統的工芸品八女提灯
の展示会。八女提灯協同組合
会員が一堂に集合。各社自慢
の作品が勢揃いしますので、お
店選びの参考にできます。入
場無料◦期間＝６月8日㈯～８
月 8 日㈭、９時～ 17 時※月曜
日休館◦会場・問い合わせ＝八
女伝統工芸館（☎ 22・3131）

２０19　  
八女盆提灯展

新作

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
座

岩
﨑
記
代
子
音
楽
の
ひ
ろ
ば

くらぶ名 開催日時 募集数
① 折り紙

（おりがみ持参）
毎月第 2・4火曜日
13時～ 15時

5 人
（要申込）

② 編み物
（毛糸・かぎ針持参）

毎月第 1・3水曜日
13時～ 15時

5 人
（要申込）

③ 将棋（基本的なルー
ルを知っている人）

毎月第 3・4土曜日
13時～ 15時

10 人
（要申込）

④ 同じ趣味を楽しむサークル（仲間）で集まり
ませんか。会場使用等相談ください。

※土曜日は交流イベント開催（不定期）
広報八女・FM放送で募集（ピザ作り、そうめん
流し、簡単工作、レクリエーション等）

高齢者からお子さんまで、多世代の皆さんが
交流できるくらぶやイベントを開催していま
す。①～③参加費無料◦開催期間＝ 4 月～ 9
月（随時受付）◦参加資格＝八女市に住所を
有する人◦会場・問い合わせ＝多世代交流館

「共生の森」（☎ 22・2257）

多世代交流館「友
ゆう

遊
ゆう

くらぶ」
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30
日
㈫
※
金
土
日
は
除
く
。
資

格
等
の
有
無
に
よ
り
受
講
日
数

が
変
わ
り
ま
す
。

◦
申
込
期
限
＝
７
月
10
日
㈬

◦
場
所
＝
《
学
科
》
久
留
米
人

材
開
発
セ
ン
タ
ー
《
実
技
》
久

留
米
市
植
木
農
業
協
同
組
合

◦
定
員
＝
20
人

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県

中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
９
２
・
４
７
７
・
６
０
８
８
）

　

福
岡
県
で
は
国
際
的
な
視
野

を
持
ち
、
地
域
で
活
躍
す
る
人
材

を
育
成
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

福
岡
県
で
は
養
育
費
に
関
し

て
気
軽
に
専
門
家
の
助
言
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
弁
護

士
に
よ
る
集
中
電
話
相
談(

無

料)

を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
▽
６
月
15
日
㈯
、
８
月

24
日
㈯
10
時
～
13
時
▽
７
月
17

日
㈬
、
９
月
18
日
㈬
13
時
～
16
時

◦
相
談
電
話
＝
（
☎
０
９
２
・
７

２
４
・
２
６
４
４
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
に
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
就
業
支
援

や
養
育
費
相
談
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
内
容
＝
▽
養
育
相
談
（
電
話

相
談
）
▽
無
料
弁
護
士
相
談
（
来

所
相
談
）
▽
講
習
会
（
受
講
料

無
料
・
教
材
費
自
己
負
担
・
託

児
あ
り
）【
調
剤
薬
局
事
務
】
７

月
９
日
～
８
月
９
日
間
の
火
・
金

８
日
間
／
９
時
～
12
時
／
定
員

20
人
／
締
切
６
月
19
日
㈬

【
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
（
通

信
）
※
有
資
格
者
対
象
】
10
月

19
日
～
12
月
21
日
間
の
毎
週
土

曜
日
９
時
30
分
～
17
時
／
定
員

12
人
／
締
切
７
月
11
日
㈭

◦
問
い
合
わ
せ
＝
０
９
２
・
５
８

４
・
３
９
３
１
（
ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
内
）

１
・
２
７
１
１
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局
上

水
道
工
務
係
（
☎
２
３・１
１
０
７
）

　

お
子
さ
ま
の
養
育
面
に
関
す

る
悩
み
や
心
配
事
に
対
し
て
、
教

育
・
福
祉
等
の
各
専
門
家
が
個

別
に
応
じ
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
８
月
５
日
㈪
13
時
30

分
～
16
時
30
分

◦
会
場
＝
南
筑
後
教
育
事
務
所

（
筑
後
市
大
字
和
泉
４
２
３
）

◦
申
込
期
限
＝
７
月
５
日
㈮

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
教
育
委

員
会
（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
青
少
年

育
成
課
（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・

３
３
８
６
）

　

市
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
の
登
録
申
請
に
は
、
こ
の
資

格
が
必
要
で
す
。

◦
期
日
＝
10
月
27
日
㈰

◦
会
場
＝
９
月
上
旬
に
発
表

◦
受
験
資
格
＝
給
水
装
置
工
事

に
関
し
て
３
年
以
上
の
実
務
の
経

験
を
有
す
る
人

◦
受
験
手
数
料
＝
１
万
６
８
０
０
円

◦
申
込
締
切
＝
６
月
28
日
㈮

◦
申
込
＝
（
公
財
）
給
水
工
事
技

術
振
興
財
団
（
☎
０
３
・
６
９
１

◦
研
修
期
間
＝
９
月
上
旬
～
３
月

上
旬

◦
海
外
研
修
期
間
＝
11
月
３
日

㈷
～
10
日
㈰
（
７
泊
８
日
）

◦
訪
問
国
＝
マ
レ
ー
シ
ア
・
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
２
か
国

◦
研
修
活
動
＝
国
内
宿
泊
研
修

（
県
内
に
て
３
回
程
度
）、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
、
海
外
研
修
（
現
地

企
業
や
教
育
機
関
、
文
化
施
設

の
視
察
、
現
地
日
本
人
と
の
交

流
）、
報
告
会
な
ど

◦
募
集
人
数
＝
24
人

◦
応
募
資
格
＝
４
月
１
日
現
在
で

県
内
在
住
の
18
歳
以
上
～
35
歳

以
下
の
人

◦
負
担
金
＝
12
万
円
（
学
生
10

万
円
）

◦
募
集
締
切
＝
６
月
27
日
㈭

心
と
体
の
発
達
教
育
相
談

試　

験

養
育
費
・
ひ
と
り
親
１
１
０
番

福
岡
県
グ
ロ
ー
バ
ル
青
年
の
翼

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者

試
験

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　組みひもは、奈良の
正倉院にも楽器や刀の
飾りとして残されてい
ます。古来から伝わる、
手を使って編む組みひもを作ってみません
か。電話またはファクスで申し込みください。
◦日時＝６月22日㈯ 10 時～ 12 時
◦会場＝岩戸山歴史文化交流館「いわいの郷」
◦対象者＝どなたでも（小学３年生以下は
保護者同伴）
◦定員＝ 20 人（先着順）
◦参加費＝ 200 円
◦申込・問い合わせ＝同館（☎ 24・3200
／N24・3210）※月曜休館

　自然豊かな環境の中で
集団生活をして、野外調
理、沢登り、オリエンテー
リングなどを行います。
◦対象＝市内在住または
通学する小学 5 年生～中
学 3 年生
◦期日＝ 8 月19日㈪～ 21日㈬※２泊３日
◦定員＝70 人（先着）
◦場所＝国立阿蘇青少年交流の家
◦参加費＝ 3,500 円
◦申込期間＝ 6 月6日㈭～ 6 月14日㈮
※受付時間９時～ 17 時（土・日除く）
◦申込方法＝電話にて先着順に受け付けま
す。※キャンプミーティング（事前説明会）
を７月 27 日㈯ 18 時～八女文化会館にて
行います。詳しくは学校を通じて配付する
チラシをご覧ください。
◦申込・問い合わせ＝社会教育課
( ☎ 23・1318）

キラリ☆やめっ子 サマーキャンプ  
参加者募集

   八女市岩戸山歴史文化交流館
   「いわいの郷」体験イベント
組みひもを編んでみよう！

【日本体育の父・嘉納治五郎と黒木町】嘉納治五郎直筆の書、経歴や写真等展示します◦日時＝ 6 月1日
㈯～ 27 日㈭ 9 時～ 17 時 30 分（火曜休館）◦場所＝八女市立図書館黒木分館前ロビー（☎ 42・0400）
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【第 37 回絣の里巡り in 筑後】
◦日時＝ 6/1 ㈯ 2 ㈰ 9:00 ～ 16:00
◦場所＝熊野区公民館
◦問＝市観光協会（☎ 0942・53・
4229）

【椛島菖蒲園】
◦日程＝ 5 月下旬～ 6 月上旬
◦場所＝柳川市役所南の川下り
コース沿い
◦問＝市観光課（☎ 0944・77・
8563）

【昇開橋スタンプラリー、えつ祭り】
◦日時＝ 6/23 ㈰ 10:00 ～ 16:00
◦場所＝筑後川昇開橋展望公園
◦問＝市観光情報センター

（☎ 0944・87・0923）

大川市

柳川市

筑後市

イベント情報後筑 ちくごななこく七国
　

弁
護
士
・
公
認
会
計
士
・
税

理
士
・
司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調

査
士
・
不
動
産
鑑
定
士
・
行
政

書
士
・
社
会
保
険
労
務
士
・
中

小
企
業
診
断
士
・
弁
理
士
が
一
堂

に
会
し
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

料
無
料
、
予
約
不
要
、
先
着
順

◦
日
時
＝
６
月
８
日
㈯
10
時
～

16
時 

※
受
付
15
時
30
分
ま
で

◦
場
所
＝
久
留
米
市
役
所
３
階

会
議
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
専
門
職
団

体
連
絡
協
議
会
（
☎
０
９
２
・
７

１
４
・
３
７
２
１
）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体

る
場
合
、
公
共
職
業
安
定
所
に

「
求
人
申
込
書
」
を
提
出
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

《
中
学
校
》
▽
公
共
職
業
安
定
所

で
の
求
人
受
付 

６
月
３
日
～
▽

学
校
か
ら
の
推
薦
・
紹
介
、
採

用
選
考
・
内
定 

１
月
１
日
～

《
高
等
学
校
》
▽
公
共
職
業
安
定

所
で
の
求
人
受
付 

６
月
３
日
～

▽
学
校
へ
の
求
人
申
込
７
月
１
日

～
▽
学
校
か
ら
の
推
薦
９
月
５
日

～
▽
採
用
選
考
・
内
定 

９
月
16

日
～

※
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
等

の
求
人
は
、
久
留
米
公
共
職
業

安
定
所
（
☎
０
９
４
２
・
９
０
・

０
０
１
２
）
で
受
理
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

八
女
（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

　

６
月
８
日
㈯・９
日
㈰
の
両
日
、

福
岡
市
内
で
「
Ｇ
20
福
岡
財
務

大
臣
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
検

問
・
警
戒
警
備
等
に
よ
る
福
岡

市
中
心
部
の
交
通
渋
滞
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
マ
イ
カ
ー
利
用
を
控

え
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
警
察
署
警

備
課
（
☎
２
２
・
５
１
１
０
）

育
館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い

ま
す
。利
用
し
た
い
人
は
必
ず「
利

用
者
の
会
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
利
用
者
の
会
に
参
加
す
る
に

は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

《
７
月
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
６
月
22
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
（
福
島
小
、長
峰
小
、福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡

山
小
、西
中
）▽
15
時
～（
上
妻
小
、

三
河
小
、
南
中
）
▽
15
時
45
分

～
（
忠
見
小
、川
崎
小
、見
崎
中
、

上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

令
和
2
年
3
月
中
学
校
・
高

等
学
校
卒
業
予
定
者
を
採
用
す

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用

６
月
８
日
・
９
日
福
岡
市
内

へ
の
マ
イ
カ
ー
利
用
に
つ
い
て

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
規
学
卒
予
定

者
へ
の
求
人
受
付
に
つ
い
て

２
年
に
１
度
の

防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す

く
ら
し
・
事
業
な
ん
で
も
相

談
会

火災出火件数  5件 （9件）
救急出動件数 246件 （1,068件）
救急搬送人数 237人 （1,031人）

人身事故発生件数 25件 （101件）
傷　　者 29人 （114人）
死　　者 0人 （  1人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 63,276 (-95）
男 29,872  (-51)
女 33,404  (-44)

世帯数 24,923  (+56)
　※（　）内は前月比

出生 20 人 死亡 94 人
転入 213 人 転出 234 人

▼ 4 月の交通事故の状況

▼ 4 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（4 月30日現在）

▼ 4 月の異動

納期限・口座振替日は7月1日㈪
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦市県民税（1期）◦住宅使用料（6 月）
◦保育料（6 月）
◦水道料金・下水道使用料（2 期）
◦農業集落排水施設使用料（2 期）

6月に
納める
もの

　

今
年
は
２
年
に
１
度
の
総

合
防
災
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
例
年
10
月
に
八
女
地
区

総
合
防
災
訓
練
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
、

福
岡
県
の
総
合
防
災
訓
練
と

し
て
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
風
水
害

と
地
震
に
よ
る
災
害
を
想
定

し
、
一
般
住
民
向
け
の
参
加

型
訓
練
と
行
政
・
防
災
機
関

向
け
の
各
種
対
応
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。
近
年
毎
年
の
よ

う
に
発
生
す
る
大
規
模
災
害

に
備
え
、
ま
た
、
梅
雨
期
を

目
前
に
迎
え
る
に
あ
た
り
、

災
害
に
つ
い
て
考
え
、
防
災

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
に
し
ま

し
ょ
う
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
６
月
２
日
㈰
10
時

～
12
時

◦
会
場
＝
ロ
ー
ム
・
ア
ポ
ロ
株

式
会
社
広
川
工
場
グ
ラ
ウ
ン

ド◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
消
防

本
部
（
☎
２
４
・
２
１
１
９
） 八女消防本部
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予約

無料法律相談
◦ 6 月20日㈭ 、7 月4日㈭／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　 局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
 ◦ 6 月14 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館 
　※予約☎ 23・0294
◦ 6 月 21日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 6 月 28 日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦ 6 月 21日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦6月20日㈭ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談

（法務局☎23・2603）
◦6月3日㈪13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館／ふじの里（黒木）
　／立花市民センター／地域福祉セ
　ンター（上陽）／矢部公民館／星
　野支所
行政相談（総務課☎23・1111）
◦6月6日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦6月19日㈬  9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦6月3日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
◦6月11日㈫ 13:00 ～ 15:30
　／地域福祉センター（上陽）
◦6月3日㈪ 13:00 ～ 16:00
　／矢部公民館
◦6月12日㈬ 9:00 ～ 12:00
　／星野支所2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦6月21日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦6月14日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦6月5日㈬、19日㈬ 
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館

◦6月19日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦6月12日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦6月26日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
日本政策金融公庫相談会
◦6月14日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
定例税務相談会（毎月第2月曜日）
◦6月10日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会
◦6月17日㈪13:30 ～ 16:30 ／八女
商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦6月18日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦6月14日㈮・18日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦6月18日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦6月13日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦6月13日㈭ 11:00 ～ 12:00
　／矢部公民館
◦6月27日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦  平日 8:30 ～ 17:00
女性のための相談

（男女共同参画推進課☎23・1314）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
◦ 平日 9:00 ～ 17:00
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦ 月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）

家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦ 第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　※予約☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談
◦ 毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦ 月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市消

費生活センター☎23・1183
消費生活無料法律相談
◦ 6月18日㈫ 13:00 ～ 16:00
　／八女市消費生活センター
　※予約 ☎23・1183

教育相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110
教育相談
◦ 無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性ホットライン
◦ 平日10:00 ～ 17:00 ／
　☎092・513・7337
福岡県あすばる女性相談ホットライン
◦ 平日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦ 月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦ 平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】
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６
月
に
な
り
、
田
植
え
も
始
ま
り
、
市
内
各
地
で
ホ
タ
ル

が
飛
び
交
う
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
季
節
ご
と
の
八
女
の
自

然
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
て
、
４
月

22
日
に
八
女
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し
て
い
る
チ
ー
ム
八
女

の
取
り
計
ら
い
で
、
子
育
て
支
援
施
設
「
や
め
っ
こ
未
来
館
」

で
こ
れ
ま
で
に
ご
成
婚
さ
れ
た
６
組
の
ご
家
族
か
ら
お
話
を

伺
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
チ
ー
ム
八
女
は
平
成
27
年
度
か

ら
テ
レ
ビ
局
と
共
同
で
毎
年
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
こ
れ

ま
で
に
14
組
が
ご
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
放
送
時
に
は
テ

レ
ビ
を
前
に
「
シ
ャ
イ
な
八
女
の
男
性
た
ち
が
都
会
の
女
性
に

上
手
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
ほ
し
い
」
と
応
援
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
子
ど
も
さ
ん
と
一
緒
に
幸
せ
そ
う
な
姿
を
拝
見
し
、
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
八
女
に
お
嫁
に
来
ら
れ
た
皆
さ
ん

た
ち
か
ら
は
、「
子
ど
も
を
親
に
見
て
も
ら
え
る
」「
同
年
代
の

子
ど
も
が
少
な
い
の
は
寂
し
い
け
れ
ど
、
や
め
っ
こ
未
来
館
な

ど
で
の
サ
ポ
ー
ト
が
手
厚
く
、
助
か
っ
て
い
る
」
な
ど
の
声
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

市
で
は
豊
か
な
自
然
に
触

れ
な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
子
育
て
支
援
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
は

地
域
の
宝
。
地
域
全
体
で

絆
を
作
り
、
見
守
り
な
が

ら
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地域全体で
子育てできる
環境づくりを

市長コラム

6組の家族の皆さんとともに
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おたんじょうびおめでとう

梓、誕生日おめでとう♡
2人のお兄ちゃんと元気
いっぱい大きくなぁれ。

永石 梓
あずさ

 ちゃん

Ｈ30年6月2生（本村）

祝1歳♡これから笑顔で
名前のように男らしく大
きく元気に育ってね！

島田 岳
がく

 ちゃん

Ｈ30年6月13日生（蒲原）

癒やしのここたん♡1歳
おめでとう♡杏ちゃんと
仲良く大きくなってね♡

田中 心
こ こ な

愛 ちゃん

Ｈ30年6月26日生（黒木町）

誕生日おめでとう。紗礼の
笑顔で家の中が明るいで
すね。今後もよろしくね！

小川 紗
さ

礼
ら

 ちゃん

Ｈ30年6月27日生（上陽町）

りんちゃん、いつも可愛
い笑顔をありがとう！大
好きだよ♡

田中 凜
りん

示
じ

 ちゃん

Ｈ30年6月15日生（吉田）

ななみの笑顔がみんな大
好きだよ♡生まれてきて
くれて有難う！

栗山 ななみ ちゃん

Ｈ30年6月3日生（黒木町）

誕生日おめでとう♡お兄
ちゃんと仲良く元気いっ
ぱいに育ってね♡

松石 希
き

心
こ

 ちゃん

Ｈ30年6月4日生（吉田）

お誕生日おめでとう！た
くさん遊んで元気にスク
スク育ってね！

森 遊
ゆう

真
ま

 ちゃん

Ｈ30年6月15日生（蒲原）

ここちゃんは、みんなの
宝物です。幸せを届けて
くれてありがとう。

德永 光
こ

虹
こ

 ちゃん

Ｈ30年6月28日生（黒木町）

1歳おめでとう♡これか
らもお姉ちゃんと仲良く
元気に成長してね！！

菊竹 湊
みな

斗
と

 ちゃん

Ｈ30年6月29日生（矢部村）

ひなちゃん♡ 1歳の誕生
日おめでとう！パパ、マ
マも大好きだよ♡

山口 陽
ひ

愛
な

 ちゃん

Ｈ30年6月15日生（室岡）

祝 1歳♡食欲旺盛で元気
いっぱい！お兄ちゃんと
一緒に仲良く育ってね。

斉藤 花
か な で

奏 ちゃん

Ｈ30年6月7日生（亀甲）

けいくん１歳おめでと
う！これからもニコニコ
元気に育ってね♡

氷室 慶
けい

 ちゃん

Ｈ30年6月9日生（星野村）

1歳おめでとう！！ゆいの
人生がたくさんの笑顔で
彩られますように♡

山下 ゆい ちゃん

Ｈ30年6月19日生（上陽町）

1歳おめでとう！毎日笑顔
をありがとう♡元気いっ
ぱい大きくなってね♡

大久保 瑠
る

栞
か

 ちゃん

Ｈ30年6月25日生（稲富）

とってもマイペースな彩
花に家族みんな癒やされ
てるよ♡大きくなあれ♡

小川 彩
あや

花
か

 ちゃん

Ｈ30年6月13日生（津江）

満１歳のお子さまの写真を募集していま
す（ただし、市内に住民登録があるか実
際に住んでいる人に限る）。氏名・生年月
日・住所・簡単なコメント（30字以内）・
電話番号を添えて、誕生日前月の7日まで
に直接お持ちいただくか、郵送でお申し
込みください。応募多数の場合は先着順
となります。◦申し込み＝企画政策課秘
書広報係（☎23・1110）

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

編
集
後
記■編集・発行 八女市役所企画政策課秘書広報係

〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 24・8083
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。
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▼
令
和
に
な
り
高
校
時
代
の
友

人
た
ち
か
ら
結
婚
の
報
告
を
受

け
、
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
周
り
も
笑
顔
に
す
る
、幸

せ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
凄
い
な
と

思
い
ま
し
た
。（
Ｙ
・
Ｎ
）

▼
星
野
村
、
茶
の
文
化
館
に
て

開
催
さ
れ
た
新
茶
フ
ェ
ア
の
取

材
に
伺
い
ま
し
た
。
茶
葉
を
炒

り
手
揉
み
し
な
が
ら
乾
燥
さ
せ

て
仕
上
げ
る
釜
炒
り
茶
体
験

は
、
興
味
深
く
貴
重
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。（
Y
・
Y
）

▼
連
休
中
に
愛
用
の
マ
イ
カ
メ

ラ
を
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。修

理
に
も
時
間
が
か
か
り
、
思
い

切
っ
て
新
し
い
カ
メ
ラ
を
購
入
。

新
相
棒
と
と
も
に
、
令
和
の
取

材
頑
張
り
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｓ
）
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